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（午前 ９時００分 再開） 

 

○南川則之委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再開します。 

  本日は、特別会計４件と企業会計２件の当初予算を審査します。 

  早速ですが、議案第５５号、令和７年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算を審査します。 

  説明資料は１６５ページから１６７ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○榎健康福祉課長 おはようございます。健康福祉課長の榎です。よろしくお願いします。 

  議案第５５号、令和７年度鳥羽介護保険事業特別会計予算についてご説明させていただきます。 

  当初予算書のほうですけれども、２８７ページをお願いします。予算説明資料は１６５ページをお願いしま

す。 

  令和７年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算総額は、歳入歳出それぞれ２８億４,３００万円で、前年より

４,３００万円、約１.５％の増額となっております。増額の主な要因といたしましては、人件費や負担金、介

護サービス等の給付費の増加によるものでございます。 

  令和６年度から第９期の介護保険事業計画に取り組んでおります。第９期では、これまでの取組を確実なも

のとしていくよう定着期と位置づけて取組を進めています。介護予防や自立に向けた取組を人と人とのつなが

りや見守り、運動機会の提供などを通じて着実に推進していくこととしており、地域包括支援センターの総合

相談業務などで関係機関、事業所等と連携した取組を行っています。 

  認知症の予防や支援などでは、市民や地域、社会福祉協議会をはじめとした各種団体、サービス事業所、医

療機関等、幅広い支援体制のつながりを持って協力連携した活動を進めていくほか、電力会社のスマートメー

ターのデータ解析によるフレイルリスクへのアプローチなど、様々な形で介護予防の取組を進めます。必要な

方に必要な量の介護サービスを届けることができるよう、介護給付の適正化に取り組み、高齢者の一人一人が

住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるよう努めていきたいと考えております。 

  それでは、予算の内容につきまして、先に予算説明資料により歳出のほうから説明させていただき、その後

に予算書により歳入の説明をさせていただきます。 

  予算説明資料の１６５ページ上段をご覧ください。 

  全て継続事業になります。 

  総務給与等管理費で予算額８,４０８万４,０００円を計上しています。介護保険事業運営に係る職員人件費

や、鳥羽志勢広域連合の認定調査に係る費用、介護保険システム運用に係る費用を計上しています。内容は前

年度と大きな変更はありませんが、一部事務組合負担金の鳥羽志勢広域連合分担金で、標準化システム導入に

係る委託料、使用料等の増により、分担金が前年比で９４８万５,０００円増加しています。 

  続きまして、下段をお願いします。 

  介護サービス等諸費給付事業について、予算額２６億７,１４３万８,０００円を計上しています。在宅で生
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活しながら利用する訪問介護サービス、通所介護サービスや、施設に入所して利用する介護老人福祉施設サー

ビスなどに係るサービス給付費を計上しています。主な経費では、医療費等負担金につきまして、在宅系サー

ビス給付費が１２億１,２８３万３,０００円、施設系サービス給付費が１４億５,８６０万５,０００円で、全

体では前年度と比較して１,９７４万３,０００円の増となっております。予算額は給付実績に基づいて計上さ

せていただいておりますが、施設系サービス給付費、在宅系サービス給付費のどちらも給付費の増加を見込ん

だ計上となっております。 

  次に、１６６ページ上段をお願いします。 

  介護予防・生活支援サービス事業で、予算額４,０１６万９,０００円を計上しております。介護予防・日常

生活支援総合事業における訪問型サービス、通所型サービスに係る給付費のほか、介護予防ケアマネジメント

作成に係る居宅介護支援事業所への委託料を計上しております。医療費等負担金は増加しておりますが、事業

内容に大きな変更はございません。 

  次に、下段のほうをお願いします。 

  一般介護予防事業について、予算額１８２万１,０００円を計上しています。電力会社が設置しているスマ

ートメーターから収集できる電力データのＡＩ解析を行って、対象者のフレイルリスクを継続的に把握するこ

とで、適切なタイミングで働きかけを行い介護予防につなげようとする取組で、継続事業として進めていきま

す。主な経費は委託料１５１万８,０００円で、主な財源は国・県交付金などを充当予定です。 

  次に、１６７ページ上段をお願いします。 

  包括的支援事業・任意事業で、予算額３,１５５万２,０００円を計上しています。内容としましては、地域

包括支援センター運営に係る人件費のほか、医療介護連携事業、認知症総合支援事業等に係る費用でございま

す。介護用品支給事業に係る費用も計上しております。前年度と大きな変更はございません。引き続き、市民

の健康の保持、生活の安定のために必要な援助などを関係機関と連携して取り組んでまいります。 

  次に、下段をお願いします。 

  一般会計繰出金について、予算額９５０万６,０００円を計上しております。重層的支援体制整備事業の実

施に伴い、介護保険事業特別会計から地域支援事業に係る職員人件費及び事業経費等に充てる財源を一般会計

に繰り出しするものでございます。 

  歳出のほうは以上となります。 

  続いて、歳入について説明させていただきます。 

  当初予算書の２９２ページ、２９３ページをお願いいたします。 

  介護保険事業における歳入は、おおむね給付に基づいたもので、国、県、市とおのおのの負担割合に基づき

計上しております。 

  １款保険料、１項介護保険料、目１第１号被保険者保険料で、予算額５億３,６４２万３,０００円を計上し

ており、前年度より７９万２,０００円の増加となっております。 

  節１現年度分特別徴収保険料では５億３８万８,０００円を計上しており、前年度より１２４万３,０００円

円の減となっております。収納率は１００％としております。 

  節２現年度分普通徴収保険料では３,５０３万５,０００円を計上しており、前年度より２０３万
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５,０００円の増加となっています。実績に基づき収納率を前年度の８８％から９１％にしております。 

  節３滞納繰越分普通徴収保険料では１００万円を計上しており、前年度と同額を計上しております。収納率

は１０％としております。 

  次に、２款国庫支出金、１項国庫負担金、目１介護給付費負担金につきましては、予算額４億６,１７０万

円を計上しております。前年度より３１８万５,０００円の増加となっております。 

  次に、２項国庫補助金、目１調整交付金につきましては、予算額２億３０８万５,０００円を計上しており、

前年度より４３８万８,０００円の増加となっています。 

  続いて、目２地域支援事業交付金につきましては、予算額２,２６７万７,０００円を計上しております。前

年度より５３４万１,０００円の増となっております。 

  目３保険者機能強化推進交付金、目４介護保険保険者努力支援交付金につきましては、それぞれ予算額

２５０万円を計上しております。高齢者の自立支援や介護予防、健康づくり等への取組を推進するために配分

される交付金で、昨年実績からの見込みにより計上しております。 

  その下の介護保険システム改修費補助金につきましては、改修の終了により廃目としております。 

  予算書２９４、２９５ページをお願いします。 

  ３款支払基金交付金、１項支払基金交付金、目１介護給付費交付金につきましては、予算額７億

２,１７４万５,０００円を計上しており、前年度より５３３万８,０００円の増となっています。 

  続いて、目２地域支援事業支援交付金につきましては、予算額１,１３７万２,０００円を計上しております。

介護予防・日常生活支援総合事業で２８０万４,０００円の増となっております。 

  県支出金においても、国庫支出金に連動した予算額の増額がございます。 

  ４款県支出金、１項県負担金、目１介護給付費負担金で、予算額４億７０９万９,０００円を計上しており、

前年度より３２７万２,０００円の増となっています。 

  次に、２項県補助金、目１地域支援事業交付金につきましては、予算額１,１３３万８,０００円を計上して

おり、前年度より１８７万８,０００円の増となっています。 

  次に、５款財産収入、１項財産運用収入、目１利子及び配当金では、介護保険給付準備基金の預金利子３万

６,０００円を計上しております。 

  予算書２９６ページ、２９７ページをお願いします。 

  ６款繰入金、１項一般会計繰入金、目１介護給付費繰入金につきましては、予算額３億３,４１５万

３,０００円を計上しており、前年度より２４８万３,０００円の増となっています。 

  続いて、目２地域支援事業繰入金では予算額１,００７万８,０００円を計上しており、前年度より６１万

８,０００円の増となっております。 

  節１介護予防・日常生活支援総合事業繰入金で予算額５２６万５,０００円、節２包括的支援事業・任意事

業繰入金で予算額４８１万３,０００円を計上しております。 

  次に、目３その他の一般会計繰入金につきましては、予算額１億１,４１７万６,０００円で、前年度より

１,４２６万６,０００円の増となっています。 

  節１職員給与費等繰入金では、予算額２,６３５万５,０００円を計上しており、職員の異動等により前年度
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より４４０万７,０００円の増となっております。 

  節２事務費繰入金では、予算額５,７８２万１,０００円を計上しており、前年度より９８５万９,０００円

の増となっています。 

  節３保険料負担軽減繰入金は、予算額３,０００万円で、前年度と同額です。 

  ７款繰越金及び８款諸収入の１項延滞金加算金及び過料、２項の雑入の目１第三者納付金につきましては、

前年度と変わりありません。 

  最後に、目２雑入では、４００万７,０００円を計上しており、前年度より３５万３,０００円の増となって

おります。 

  歳入の説明は以上となります。 

  これで介護保険事業特別会計の予算説明を終わります。よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  説明資料１６５ページから１６７ページと、歳出の部分についても予算書で説明をいただきました。 

  全体でご質疑はございませんか。 

  濱口委員。ページ数と。 

○濱口正久委員 すみません、１６５ページの上段でちょっと確認と教えていただきたい部分なんですけれども、

今回使用料の中でミドルウェア介護分というのがあります。これは今まであったものが昨年度なかったのか、

それとも新しくしたのか、そもそもどういうものなのかと、まず教えていただけますか。 

○南川則之委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 健康福祉課課長補佐、田畑です。よろしくお願いします。 

  このミドルウェア介護分というのは、前年度、令和６年度は予算がない状態になっていましたので新規の部

分になるんですけれども、システムの標準化というところで介護保険のシステム、ライフパートナーというシ

ステムを今使っていますけれども、そちらの標準化を来年度の８月に切り替えていくというところになります。

そうすると、今の住民情報系のシステムといいますか、市民課が中心に使っているようなシステムとの連携と

いうところもありまして、新たにミドルウェアが連携していくための必要な経費として発生するということで、

今回は新たな５４万４,０００円が発生してきているという状況です。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  それの移行分が今回５４万４,０００円と、額は大したことはないんですけれども、そういうものが入って

いるということですね。 

  それと、もう一点ですけれども、一部事務負担金、９００万円が増えているということですけれども、これ、

ただ単に介護認定に関わる人たちが増えてシステムに係るものが経費が増えているのか、それとも負担金です

ので両者が逆に減っているのか、その辺はどうなんでしょうか。 

○南川則之委員長 課長、さっき説明いただいたと思うんですけれども、標準化システムの導入とかですね。 

  田畑課長補佐。 
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○田畑課長補佐 同じように鳥羽志勢広域連合もシステムで業務をしておりまして、そこも同じように標準化の

システム対応が必要になってきています。それの部分が経費としてはほぼ多数を占めるということで、ちょっ

とその分が増額になっているという状況です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  ほかに。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ２９２ページ。 

○南川則之委員長 予算書の２９２ページか。 

○尾﨑 幹委員 はい。国庫支出金の調整交付金、５％が国の基準で配付されるとなっとるんですけれども、後

期高齢者の割合と高齢者の所得格差、これでやっぱり４３０万円増えとるんですけれども、どちらのほうの割

合は高なっとるんですか。 

○南川則之委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 この調整交付金につきましては、介護保険の場合は介護給付費財政調整交付金という交付金を

もらっております。これは積算の仕方が介護給付の基準標準給付額というところがまず大本の分母といいます

か、計数になるわけなんですけれども、この給付費に対して調整交付金の交付割合というのが掛けられます。

これは実は先ほど委員おっしゃられたように市町村によってちょっと変動する部分が、計数が出てくるんです

けれども、鳥羽市の場合、令和６年度、直近の数字は７.５７％という経費がかかって、そこにちょっとだけ

調整率が０.９９６６とちょっと調整率がかかりまして計算されてきているということで、地域のそれぞれの

市町村の状況によってちょっと変わってきているという状態です。 

○尾﨑 幹委員 それは変わるわな、計算方式が。 

○田畑課長補佐 はい。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりまだまだ高齢者が増えていくわけですよね。調整交付金がありがたい話ですけれども、

これが足りないようになるとやっぱり持ち出しがどんどん増えていく。今までの流れでも高齢者の格差が増え

とるという話をよく聞きますので、年金暮らしでは食えない、その流れの中でこの交付金を活用するのはあり

がたい話なんやけれども、もうちょっと欲しいかなというとこら辺が見受けするもんで、これはどうしたらい

いんですか、国の基準がもう計算方式。消滅可能性都市は何か優遇があるとかそういうのは、全然これには社

会保障制度にはないんですか。 

○南川則之委員長 榎課長。 

○榎健康福祉課長 冒頭でも言わさせてもうたように、介護保険の事業ではやっぱりフレイルリスクへのアプロ

ーチとかそういうことをしながら、健康な方がなるべく健康な状態で、サービスを利用しないような状態で多

くの方にいていただくことが重要かなというふうに思っています。そこでサービスのところを利用のところに

つながるまでがちょっとでも長くなれば、その辺の全体的な給付費等が下がってくるということで全体の介護

保険料にも影響してくるのかなというようには思いますが、ただ介護保険料自体はルールである程度決まった
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ところがございますので、その範囲の中で算定されているということをご理解いただきたいと思います。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 はい、分かりました。 

  厳しい状況やで、やっぱりここら辺が増えたらええなという思いで質問させてもうたんやけれども、今後も

うちょっと健康な方を増やすしかないかな。よろしくお願いします。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  瀬﨑委員。ページ数言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 １６６ページの介護予防・生活支援サービス事業に関わるところからちょっと広がってしまい

ますが、ケアプラン作成というところの推移をちょっと教えていただきたくて質問いたします。 

  こちらは介護予防なんで、介護保険のいわゆる介護認定ではなく予防のほうになると思うんですけれども、

歳出のところに令和７年度は９６万２,０００円、出るということかなと思うんやけれども、予算書に載るん

です。３０１の下のほうに委託料として９６万２,０００円と出ていて、前回の骨格のときは２３３万

２,０００円出とるんです。これは多分出。収入の方を見ると、ケアプラン作成の雑入として令和７年は

３８２万８,０００円、令和３年は３５４万１,０００円というような感じの推移をしていて、出のほう、委託

しているほうは、介護予防として外のケアマネジャーさんにプラン作成を依頼している分というのは減ってい

る方向なんかなと見えて、これは介護保険のほう、介護のほうなのかもわからんのですけれども、入として自

前でケアプランを作成している入なんやろうなと思うんですけれどもは、若干増方向になっとるというのを読

み解いたときに、市が用意をしているいわゆる地域包括支援センターであったりとかのスタッフがある程度揃

ったと理解をしていいのか、また違う何かがあるのか。その辺って、説明できる何か要因のようなものって今

分かりますか。 

○南川則之委員長 河村係長。マイクに近づいて言ってください。 

○河村係長 包括支援センターの河村です。よろしくお願いします。 

  先ほど委員おっしゃられたように、地域包括支援センターで担当している部分のところが多くなっていると

ころは確かです。 

  増えた要因として、昨年度懸念していました主任ケアマネジャーの正規職員の正規雇用ということになりま

したので、その辺の影響もあるかと思います。 

  以上です。 

○瀬﨑伸一委員 なかなかここのところずっと、いわゆる介護人材の流動性というので厳しかったんかなと思う

ところが若干その辺改善したんかなと見えたもんで、ちょっとお聞きしたくて聞きました。 

  １個戻ってしまうんで、関連があれば。 

○南川則之委員長 どうぞ、言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 すみません、介護サービス給付費のほうで課長の説明の中に増傾向を見込んだというような説

明をいただいたんですけれども、恐らくそうなんだろうなと思うんですが、具体的には居宅系のものが増える

のか施設系のものが増えるのかというようなところで、令和７年度としてはどう見ているのか。その後どのよ

うに動いていくと見ているのかというようなところがもし分かれば教えてください。 
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○南川則之委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 給付費、増加傾向というところは確かにあるんですが、それはすごく増加というわけではなく

て今まで増加してきているので、どちらかというと感覚としては高止まりに近いような感覚で今はタイミング

としてはあるというところです。 

  その中でも少し増えているのが訪問系のサービス、訪問介護であったりとか訪問看護であったりとか、令和

６年度の見込みと令和５年度の見込みを比較しますと、それぞれ８２０万円ぐらいプラス、訪問介護は。訪問

看護は６４０万円程度がプラスになっています。ただ給付費の金額に影響が金額として大きいのはやっぱり施

設サービスが非常に単価が大きいところもありまして、増えているのは介護老人福祉施設サービス、いわゆる

特養の部分が１,４００万円弱増えている。代わりに介護老人保健施設サービス、老健が１,５００万円ぐらい

減になっているような動きもあります。 

  そういったところを含めて非常にサービスの種類がたくさんありますので、ここだけが上がってここだけが

下がってなかなか難しいんですけれども、それぞれの月の変動もあるんですけれども、全体としては少し上昇

の部分はありますけれども、高止まりしているというような感覚です。 

  以上です。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 恐らく下がっていく方向というのはなかなかあり得ないと思うんで、高いところでずっと止ま

っていくんやろうなと思うんですけれども、その中でもいわゆる訪問系居宅、介護が必要な方が家にいらっし

ゃるというパターンが若干増えているというのは、鳥羽市が目指している方向性にもある程度合致していると

ころなのかなと思うんで、ぜひその辺が上手に回るように令和７年、その次も一生懸命やっていただければな

と思います。よろしくお願いします。ここは要望で。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  坂倉委員、ページ数。 

○坂倉広子委員 同じく関連して、瀬﨑委員の言われたところの主な経費のところで委託料（ケアプラン作成業

務）というのが令和６年では増えているんですけれども、今回の予算のところでは減っているというところの

要因というのを教えていただければ。 

（「１６６ページの」の声あり） 

○南川則之委員長 １６６ページですね。戻って１６６ページのところです。 

○坂倉広子委員 失礼しました。１６６ページの委託料のケアプランの作成業務。 

○南川則之委員長 ケアプランの減っている、先ほど説明はあった。濱口委員が質問いただいた内容ですね。 

（「瀬﨑委員」の声あり） 

○南川則之委員長 瀬﨑委員でしたかね、とかぶりますけれども。 

  河村係長。 

○河村係長 先ほど質問ありました件につきまして、ケアマネジャーのほうが主任ケアマネジャーが包括支援セ

ンターのほうに増員となっていることも一つの要因になっているかと思います。 

○南川則之委員長 先ほどの答弁のとおりです。 
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○坂倉広子委員 そういうこと。委員長、分かりました。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○坂倉広子委員 そういう何というんですか、高齢者の方が増えている中での少し下がった部分でしたもんで聞

かせていただきました。 

 次よろしいですか。 

○南川則之委員長 どうぞ、ページ数。 

○坂倉広子委員 同じく１６６ページの一般介護予防事業についてお伺いします。 

 電力会社が設置しているスマートメーターの収集できる電力データをＡＩが解析しという、うたわれておりま

すが、この金額が委託料としてフレイルの検知業務というところで令和６年度より金額が増えておりますので、

そこの要因というのは何か新しいことをまた取り入れられたのかなとか思ったり、また人が増えたのか、ちょっ

とここを教えてください。 

○南川則之委員長 小阪係長。 

○小阪係長 長寿介護係、小阪です。よろしくお願いします。 

  予算が２０万円ほど上がっているのは、今令和６年ですとロットを１００名までの登録で契約させていただ

いています。来年は２００名の登録で登録者数を増やすために委託料が上がっています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  人数の幅を上げていっていただいているのでということで、よく分かりました。頑張っていただきたいと思

います。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○坂倉広子委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩いたします。 

（午前 ９時２８分 休憩） 

─────────────── 

（午前 ９時３２分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、議案第５４号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算を審査します。 

  説明資料は、１６０ページから１６４ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  市民課長。 

○中井市民課長 おはようございます。市民課長の中井でございます。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、国民健康保険事業特別会計予算の説明をさせていただきます。 



－10－ 

  まず、予算書の２６３ページをご覧ください。 

  議案第５４号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２６億９,０００万円とするもので、前年度より６,０００万円の減額となっております。 

  では、歳入から説明をさせていただきます。 

  ２６８ページ、２６９ページをご覧ください。 

  １款国民健康保険税につきましては５億３９１万８,０００円を計上しております。保険税を算定する際、

被保険者の減少を見込みながら、１２月会議でお認めいただきました新たな税率により算出をおります。収納

率につきましては、現年課税分で前年度より０.２％増の９６.０％、滞納繰越分では前年度と同じく３２％で

算定をしております。 

  なお、制度改正により一般被保険者と退職被保険者の区別がなくなったことから、令和６年度まであった目

２退職被保険者等国民健康保険税につきましては廃目としております。 

  続きまして、２款県支出金につきましては、保険給付費等交付金で普通交付金、特別交付金を合わせ１９億

５,２７９万２,０００円を計上しております。特別交付金は保険者の取組評価などによる努力支援分や保険事

業分により算定され、納付金や保険事業費に充当しております。 

  続きまして、３款財産収入は、各基金の預金利子として６,０００円を計上しております。 

  次に、２７０、２７１ページをご覧ください。 

  ４款繰入金、１項一般会計繰入金で２億２,０２４万８,０００円を計上しております。 

  右側の説明欄をご覧ください。 

  保険税の軽減分や支援分のほか、未就学児均等割保険税繰入金や国民健康保険事務費に係る繰入れなど、

１から７までは基準の繰入金となります。８のその他一般会計繰入金につきましては、法定外の繰入金で、前

年度と同額の１,０００万円としております。人間ドックや特定健診等に係る事業に充当する分でございます。 

  なお、令和６年度までありました２項基金繰入金につきましては、令和７年度の保険支払準備基金からの繰

入れはないものとして廃目としております。 

  次に、５款繰越金は５００万円を計上し、続いて６款諸収入は、１項で延滞金として６００万円、２項で第

三者納付金、雑入を合わせ２０３万６,０００円を計上しております。 

  歳入は以上となります。 

  それでは、次に、歳出の説明をいたします。 

  当初予算説明資料の１６０ページをお願いいたします。 

  国民健康保険事業特別会計の歳出につきましては、全て継続事業となりますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

  まず、１６０ページ上段の賦課徴収費は、予算額５９０万１,０００円を計上しております。賦課徴収に係

る費用として、会計年度任用職員１名を配置する費用のほか、事務的な経費を計上しております。また、現年

度分の課税状況並びにモデルケースとして、４人世帯の年間保険税額も掲載しております。モデルケースにお

ける年間保険税額については、税率等の改定により前年度より５万７００円の増となっております。 

  続きまして、下段の療養給付費負担金で、予算額１６億１,６１６万円を計上しております。昨年度より
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１,５４５万１,０００円の減額となっており、被保険者数の減少が大きく影響をしております。主な財源とし

ては県支出金の普通交付金が充当されます。 

  なお、歳入でも申し上げましたが、制度改正があったことに伴いまして、該当中事業の名称から一般被保険

者の記載がなくなりましたのでご承知おきください。 

  続きまして、１６１ページ上段の療養費負担金で、予算額１,１２２万４,０００円を計上しております。前

年度より３０３万３,０００円の減額となっておりまして、財源として、これも県支出金の普通交付金が全額

交付されます。 

  続きまして、同ページ下段の高額療養費負担金で、２億６,８２６万４,０００円を計上しております。前年

度より１,０４５万２,０００円の減額となっており、財源は先ほどと同じく、県支出金の普通交付金が全額交

付されます。 

  次に、１６２ページ上段の医療給付費分で、予算額４億５,５３２万６,０００円を計上しております。この

納付金は、国保財政の県一元化に伴いまして三重県に納めるもので、算定につきましては、令和７年度の国民

健康保険事業に係る県全体の保険給付費等を推計し、その額から国の交付金等を控除して算出した額を、各市

町の医療費の増減や被保険者数、年齢構成等を加味して配分するものとなっております。納付金は、被保険者

数の減少に伴い、前年度より１,１１３万２,０００円の減額となっております。 

  続いて、下段の後期高齢者支援金等分は、予算額１億５,１８９万４,０００円を計上しておりまして、昨年

度より１,９２１万７,０００円の減額となっております。先ほどと同様に三重県に納める納付金で、後期高齢

者の医療費に対する若年層からの支援分として計上しております。 

  次に、１６３ページ上段の介護納付金分で、予算額５,９１４万円を計上しております。こちらも先ほどと

同様に三重県に納める納付金で、介護保険の第２号被保険者分の負担分を計上しております。 

  続きまして、下段の保健衛生普及費は、予算額１,４４７万１,０００円を計上しております。令和７年度も

人間ドッグや脳ドックを実施し、疾病の早期発見・早期治療に寄与することで健康維持増進に取り組んでいき

たいと考えております。医療費適正化の取組として、引き続きジェネリック医薬品差額通知を送付いたします。 

  最後に、１６４ページです。 

  特定健康診査等事業費で、予算額３,５０９万８,０００円を計上しております。特定健康診査の受診率向上

のため、引き続き自己負担額の無料化を行うほか、未受診者に対して受診勧奨通知や広報などを活用した受診

勧奨を行います。また、継続した受診への取組についても、国のヘルスアップ事業を活用して勧奨を行い、被

保険者の健康づくりの一助に努めます。主な財源は、県支出金や繰入金を活用いたします。 

  国民健康保険事業特別会計予算の説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  予算書の歳入と説明資料１６０ページから１６４ページ、全体でご質疑はございませんか。 

  濱口委員。ページ数を言ってください。 

○濱口正久委員 １６０ページの賦課徴収費のところなんですけれども、代わりに言ったほうがいいのかな。こ

れ、６年度から７年度にかけて見込みで１０８世帯１５６人の被保険者数が減っています。これが毎年このペ

ースで今まで減ってきているのか、まずそれがちょっと気になるところと、下のモデルケースにおけるところ
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が減った分で、こういうふうに５万円年間が増になってしまうのかというところをちょっと教えていただきた

いんですけれども。 

○村田係長 税務課市民税係、村田です。 

○南川則之委員長 村田係長、どうぞ。 

○村田係長 委員長、すみません。まずこの現世帯…… 

○南川則之委員長 マイクをもうちょっと近づけてください。 

○村田係長 世帯が減っているのと被保険者数が減っているのは、まず、７５歳の年齢到達の方が後期高齢に移

行されるのがやっぱりどんどん移行される人口が多くなっておりますので、毎年だんだん多くはなってきてお

りまして、モデルケースに関しましては、これは人数とか関係なく所得でその税率で換算した金額であります

ので、ここは人数とか世帯数は関係なくこの金額で増額しているという形になっております。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 そうしますと、毎年こういうふうに年間の保険税が増えるというわけではなくて、単純に６年

とか７年度までに１年間で５万円増えると、かなり大きく増えたように感じるんですけれども、その辺はどう

なんでしょうか。 

○南川則之委員長 世古課長。 

○世古税務課長 このモデルケースでいきますと、昨年度と６年度と７年度を比較して５万７００円増えている

のは、先ほど市民課長からも説明があったんですけれども、国保条例の税率の改正がありましたので、それで

税率が上がっている分この５万７００円が上がっているということです。昨年でいきますと、モデルケースで

同じであれば同額でありました。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  この辺のところがともすればどんどん上がっていくように感じるんですけれども、そうではなくてという、

税率の変更で変わってきたということです。令和４年度から未就学児が均等割で半額になっていて、その分一

旦お得になったかと思うんですけれども、今回税率の変更でということでありがとうございます。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○濱口正久委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  尾﨑委員、ページ数を言ってください。 

○尾﨑 幹委員 ２７８ページ。 

○南川則之委員長 予算書ですか。 

○尾﨑 幹委員 はい。出産育児一時金、これ３００万円減になっています。去年が９００万円あったんですけ

れども、去年と今年の内訳をちょっと教えて。 

○南川則之委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 市民課、横田です。よろしくお願いいたします。 

  令和６年度の出産育児一時金につきましては、１８人を見込みまして、５０万円お一方になりますので
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１８掛ける５０万円ということで９００万円、今回は１２人掛ける５０万円ということで６００万円としてお

ります。 

  なぜそのような形になったのかと申しますと、令和５年の実績として、こちらの出産育児一時金の支給のお

生まれになったお子さんのほうが６人という形となっております。令和６年度につきましても、恐らく８人前

後ぐらいになるかなという形で見込んでおりますので今回１２人ということで、予算ですので少し幅を持たせ

ながら見込まさせていただいた次第でございます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 それは今言われたように、一時金の支給は１件当たり５０万円というのは決まっとると思うん

やけれども、いろいろな形で高騰しとるのと、個人的な産婦人科がやっぱり出産を伊勢も松阪も本当にどんど

ん減っとるわけですね。これは総合病院で産むのと、それは個人病院で産むと、やっぱり差額がすごくどんど

ん変わってきていましてね。この５０万円というのが妥当というのは、これはどういう見方をしたらいいの。

決まっとるから５０万円じゃなしに、やっぱり物価高騰を背景に物事を考えていくのか、そこら辺教えて。産

みやすい場所にやっぱりしていかないかんと。 

○南川則之委員長 ５０万円の根拠を教えてあげてください。 

○尾﨑 幹委員 はい。上げられへんのかいうことです。 

○南川則之委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 お答えさせていただきますけれども、こちらのほうにつきましては、菅総理時代に保険給付す

るのかいろんなお話があって、過去には４２万円とか４６万円というか年々上がってきています。そちらにつ

きましては国のほうの制度に基づいて決められていく形となっておりますので、こちらについても５０万円と

今現在国の、いろんな物価高騰等を見て国のほうが判断をされているところの中でそういう基準になっており

ますので、こちらのほうに合わさせていただいております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 もう一点だけ。 

  社会保険と国民保険の一時金の割合というのはどれぐらい違うんですか。そこまでは分からん。それが何と

いうんですか、産みやすい、産みやすくないと、本当に１００万円かかるわけですよね、昔と違うて。高いと

ころはもっとかかると。そこら辺が言うてもいかんのやけれども、それをやっぱり鳥羽で独自に補助するぐら

いの流れができたらええなと思っていますので。これは変わらん、ただ、それだけ子供が生まれる方が国民保

険で少ないというんはちょっと怖い話ですね。ありがとうございます。自分の中でもう一遍。 

○南川則之委員長 また整理して、決算のときにも言ってください。 

○尾﨑 幹委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、税務課担当職員は静かに退席をお願いします。 
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（税務課職員退室） 

○南川則之委員長 続いて、議案第５７号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算を審査します。 

  説明資料は１７２ページです。 

  担当課の説明を求めます。 

  市民課長。 

○中井市民課長 改めまして、市民課の中井でございます。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、後期高齢者医療特別会計予算の説明をさせていただきます。 

  予算書の３３１ページをご覧ください。 

  議案第５７号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

６億２,４００万円とするもので、前年度より２００万円の増額となっております。 

  それでは、歳入のほうから説明させていただきます。 

  予算書の３３６、３３７ページをご覧ください。 

  １款後期高齢者医療保険料では、２億３,７８７万３,０００円を計上しております。特別徴収保険料で１億

６,６０２万１,０００円、滞納繰越分を含んだ普通徴収保険料で７,１８５万２,０００円としております。団

塊の世代が後期高齢者医療制度に移行される時期は経過したものの、依然として高齢化の進行はあることから、

被保険者の増加を見込み、前年度より８５８万１,０００円の増となっております。 

  続きまして、２款繰入金は、一般会計からの繰入金で３億７,８９６万９,０００円を計上しております。総

額では昨年より１,２６３万９,０００円の減額で計上しております。 

  最後に、３款諸収入は、保険料の償還金及び還付加算金に係る費用を後期高齢者医療広域連合から受け入れ

るもので、７１５万８,０００円を計上しております。 

  歳入は以上となります。 

  続きまして、歳出の説明をいたします。 

  予算説明資料の１７２ページをお願いいたします。 

  後期高齢者医療広域連合納付金で、予算額５億９,４５９万円を計上しております。三重県後期高齢者医療

広域連合の運営に係る共通経費や医療給付に要する経費、保険料等を後期高齢者医療広域連合に納付するもの

でございます。減額の主な要因は、主な経費のうち保険料等負担金の増を療養給付費等負担金の減が上回った

ことで、保険料等負担金は被保険者の増加に伴うものの、療養給付費等負担金は１,１０８万７,０００円の減

少となる見込みであることから、昨年度より１５５万４,０００円の減額としております。財源は一般会計繰

入金と納付された保険料となります。 

  後期高齢者医療特別会計の説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

  説明資料１７２ページと予算書の歳入の部分です。 

  よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 
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○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩いたします。 

  １０分間休憩いたします。 

（午前 ９時５３分 休憩） 

─────────────── 

（午前 ９時５８分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  それでは、議案第５６号、令和７年鳥羽市定期航路事業特別会計予算を審査します。 

  説明資料は１６８ページから１７１ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  定期船課長。 

○山本定期船課長 定期船課、山本です。よろしくお願いします。 

  それでは、定期船課の当初予算編成に向けての苦心、工夫した点について、少し説明をさせていただきます。 

  定期航路事業を取り巻く環境は、人口減少及び少子高齢化に加えて、コロナ禍により大幅に減少した利用者

は、緩やかではありますが回復傾向にあります。しかし、コロナ禍前の利用者数にはまだ戻っておらず、新船

はばたきの就航やミジュマルのラッピングなど、集客に向けて頑張ってきたところですが、依然、運航収益の

大きく回復するまでには至っておりません。 

  一方、歳出については、燃油価格が国の元売への補助金が削減されたことなどを受けて、高騰したまま下が

る傾向にはなっておりませんので、船舶の運航経費及び維持管理経費は増加しておりまして、厳しい状況にあ

ります。 

  歳出の前年度との比較としましては、船舶建造の費用が減になったことで全体としての歳出額は減額になっ

ております。しかしながら、離島と本土を結ぶ唯一の交通手段として重要な役割を担っている本定期航路を今

後も維持していく第１に、今年度から船員確保のために海技免許を持たない職員を採用し、育成していくため

の費用を計上しました。 

  また、経営改善を進めることが重要になってきておりますので、一般会計のバス事業のところでも説明しま

したが、地域交通のコンサルティング業務の中で、答志島の島内移動手段の検討も含めてやっていきたいと思

っております。また、その検討の中で可能性があれば定期船のダイヤについても検討を始めていきたいと考え

ております。 

  また、収益面につきましては、昨年９月１日に就航したミジュマルデザインのはばたきやその他の船舶を表

に出しながら、定期船の利用をしてもらえるような観光商工課や企画財政課と連携しながら、収益増にも取り

組んでいきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

  それでは、当初予算の説明に移ります。 

  定期航路事業特別会計の当初予算につきまして説明をさせていただきます。 

  予算書は３０９ページをお願いします。 

  議案第５６号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算につきましては、歳入歳出ともに６億

６,５００万円としています。 
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  また、一時借入金の借入れの最高額は３,０００万円と定めております。 

  それでは、当初予算の内容につきまして歳入から説明をさせていただきます。 

  予算書は３１４ページ、３１５ページをお願いします。 

  １款航路収益、１項営業収益、目１運航収益につきましては、２億９,０２８万１,０００円を計上しており

ます。 

  節１旅客収入につきましては、人口減少等の影響から、前年度比４５１万２,０００円減額の２億

５,７００万８,０００円を計上しております。 

  節２荷物収入につきましては、収入金額はほぼ横ばいの３,３２７万３,０００円を計上しております。 

  目２諸収入は、１０５万３,０００円減の１４３万８,０００円を計上しております。内訳は、会計年度任用

職員の雇用保険料をはじめ、船内広告料となります。 

  次に、２款国庫支出金、１項国庫補助金、目１定期航路事業費国庫補助金につきましては、１億

２,６２７万１,０００円を計上しております。 

  次に、３款県支出金、１項県補助金、目１定期航路事業費県補助金につきましては、４,４８０万

６,０００円を計上しております。 

  次に、４款財産収入、１項財産運用収入、目１利子及び配当金につきましては、減債基金預金利子としまし

て１４万２,０００円を計上しております。 

  次に、５款繰入金、１項一般会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、１億９,５００万円を計上

しております。 

  次、予算書、次のページ３１６ページ、３１７ページをお願いします。 

  ５款繰入金、２項基金繰入金、目１定期航路事業減債基金繰入金７０６万２,０００円を計上しております。 

  続きまして、次の６款市債、１項市債、目１市債につきましては、昨年度、代替船舶建造に関する事業が終

了したことから、今年度はありませんのでお願いします。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  当初予算説明資料の１６８ページ上段をご覧ください。 

  中事業名、船員一般経費につきましては、定期船運航に従事する船員の人件費等で２億４,３１０万

２,０００円を計上しております。主な経費は、船員２８名と会計年度任用職員４名の人件費となります。 

  次に、中事業名、船舶運航経費につきましては、定期船の運航に必要な船舶の燃料費をはじめ、維持管理に

係る経費などで２億６,２７２万５,０００円を計上しております。主な経費は、維持管理費及び燃料費等の費

用として１億５,０４５万円、船舶６隻の法定検査等に係る修繕料１億７５１万１,０００円を計上しておりま

す。 

  続きまして、予算説明資料１６９ページの上段をお願いします。 

  中事業名、旅客荷物経費につきましては、マリンターミナルをはじめとする桟橋業務に係る経費等で

７,４１４万円を計上しています。主な経費は、マリンターミナルの窓口業務をはじめ、荷物及び桟橋業務に

従事する会計年度任用職員１１名の人件費３,５７４万１,０００円、離島桟橋業務委託料１,４８９万

２,０００円を計上するほか、荷物取扱いにおける桟橋業務員の負担軽減を図るために、カゴ台車２台の購入
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をする備品購入費として４４万円を計上しております。 

  次に、同ページの下の段になります。 

  中事業名、航路付属経費につきましては、各桟橋や待合所等の施設の維持管理に係る経費のほか、新紙幣対

応券売機への入替えやＱＲコード決済対応券売機導入に係る経費として７５２万９,０００円を計上しており

ます。主な経費は、各桟橋・待合所の光熱水費２２３万円、新紙幣対応券売機の入替えに関する委託料４７万

９,０００円と新規券売機の導入に係るリース料として、使用料２１３万３,０００円を計上しております。 

  続きまして、予算説明資料１７０ページの上段をお願いします。 

  上段の中事業名、定期航路運営一般管理経費につきましては、定期航路事業を管理運営するために必要な人

件費や事務費５,７４７万円を計上しております。主な経費は、定期航路事業運営に係る職員５名の人件費の

ほか会計年度任用職員１名の人件費２１９万４,０００円を計上しております。 

  続きまして、同ページ下の段、１７１ページをご覧ください。 

  中事業名が交通事業債償還元金で１,７３８万円と、１７１ページは、中事業名、交通事業償還利子で

２６０万７,０００円を計上しております。内容につきましては、ともにはばたき建造に係る起債の償還元金

及び償還利子になります。 

  提出をさせていただいています資料がありますので、定期航路事業への繰入金のまとめとして一覧にさせて

もらってあります。企画からの繰入金１億９,５００万円の内容になりますので参考にしてください。 

  以上、定期航路事業特別会計の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  説明資料１６８ページから１７１ページですけれども、ご質疑はございませんか。全体でです。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。ページ数言ってください。 

○尾﨑 幹委員 １６９の航路付属経費。 

  新紙幣に対応、これも全部という見方で各港の全部でよろしいんやね。それでＱＲが今後は使えるという、

全部それは平等なんですか。お願いします。 

○南川則之委員長 山本課長。 

○山本定期船課長 全部の桟橋の券売機は新紙幣対応にはなります。それと、ＱＲコードの対応につきましては、

ターミナルの窓口２機のうち１機対応ということでさせてもらいます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 携帯の時代でまだそういうちょっと遅れとる部分は、ここは一気にしとくべきじゃないかなと

いう。普通でいうたらそういう考え方があって当たり前かなと思っていますので。マリンターミナルだけ１台

替えるという、ＱＲね。やっぱり現金を持たない人は本当に増えていますよ。そのときにそれが対応できると

いうことは、朝早いときは誰もおらないときがかなりありますので、それで、そこら辺に関しては今後全部改

善していく考えなんですか、そのためのスタートですか。 

○南川則之委員長 山本課長。 

○山本定期船課長 クレジットとか交通ＩＣとかいろんな対応を考えてきておりますけれども、今のところどち
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らかというと便利性を求める部分になるんですが、うちの場合、クレジットで払ったり交通ＩＣを使いますと

手数料が３.何％何がしが必要になってきますので、その分が２億５,０００万円の運航運賃の中、経費もあり

まして、まずはＱＲコードを導入して様子を見ながら、将来的には全部そろえる形になっていくと思いますが、

今ちょっと過渡期としてご理解ください。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  ほかに。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ各待合所で、今皆さんのところに多分お札が新札にほぼほぼ急速なペースで、多分想像以上に急速なペ

ースで入れ替わってきて、見ますと、券売機のところに並んでいて新札が使えないという人がいっぱいおって、

船に乗り遅れるんちゃうかぐらいの形で。桟橋業務員もそれに対応して追われて、なかなか船を着くのにやり

取りができないような状況なんですけれども、これ、各離島も含めていつ頃導入予定なんでしょうか。早いこ

とと思うんですけれども。 

○南川則之委員長 西根課長補佐。 

○西根課長補佐 定期船課、西根です。よろしくお願いします。 

  今券売機、全部で８台あるんですが、佐田浜の２機、それから離島に６台あります。それぞれ機種がありま

して、一番古い機種、今答志島の３、和具、桃取、答志は、完全に機械を入れ替えます。それについては１か

月から２か月くらいかかります。菅島、坂手、神島については、今の機種の中身の入替えをします。新紙幣が

使えるようなユニット交換、そちらは早くできます。 

  佐田浜の２機については、ちょっと機種が大きくて機能が大きい、高額の紙幣も出ますしということもあり

まして、そちらは２から３か月ぐらい納品まで時間がかかりますので、今回契約の準備が３月からできるとい

うふうになったので少しそれを早めて、何とか早く導入できるように努力していくようにしていきます。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 多分春休みにパンクすると思うんです。さらに連休になってくると、また大変なことになって

くると思うので。 

  今ＱＲコード決済の話を手数料の話をしましたけれども、高額やでなかなか入れられないという話をしまし

たけれども、桟橋業務員の業務が増えてくるんです。逆にそっちの人件費のほうが高くなってくるんじゃない

かなという懸念もあって、将来のことをちゃんと見据えて、人もいないということでそういうＱＲコードもち

ゃんと入れていただきたいなと思います。検討していただきたいなと思います。てんやわんやに現場がなって

きている状況ですので、旧５００円がどうたらこうたらとか、新しい５００円ならどうたらこうたらとかいろ

いろありますけれども、その辺のところをしっかりとね。本来はもっと早くでもよかったと思うんですけれど

も、こういうふうな状況になったと。 

  もう一つ、ＱＲコード決済の対応というのはどの辺まで、どれぐらいの対応ができるのか、何に対応してい
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くのかというのは、もう既に検討はされて決まっているんでしょうか、どれに対応していくとかというのは。 

○南川則之委員長 西根課長補佐。 

○西根課長補佐 今はＱＲコード決済ということで、例えばよく見かけるＰａｙＰａｙとかａｕとか七つ以上ぐ

らいはあったと思うんですけれども、一気にではなくて、それについても審査がありますので、導入してから

審査があって、ＱＲの中でも例えばＰａｙＰａｙはオーケーになりましたよと順次来ると思います。クレジッ

トカードと交通系ＩＣについては、今回はやりません。というのも、導入費用と毎月の費用がかかります。一

番安かったのがＱＲコードなんです。その導入費用も月の費用も要りませんしということもありまして。ただ、

これからずっと使っていくに当たっていろんなニーズが増えてくるといったときには、そういう機能を追いで

つける、費用はかかりますけれども、追いでつけるというやり方ができますので、取りあえずＱＲで様子を見

るということでやっていきます。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  恐らくコロナ禍のときにデジタル化の話の中で、結局今回も券売されるのでチケットは出てくると思うんで

すけれども、それも含めて将来的にはデジタルでできるようなことも含めていろんなことを検討していったほ

うがいいと思うんです。 

（何事か発言する者あり） 

○濱口正久委員 違うんですか。答えるんですか。 

○南川則之委員長 山本課長。 

○山本定期船課長 少し補足させてもらいます。すみません。デジタルになっていくんですけれども、今のＱＲ

コードもマリンターミナル対応だけで離島のほうは対応ができていませんし、これからも対応をしていこうと

思うとマリンターミナルにある機械ぐらいの高額のものの対応が必要になってきますので、まずはマリンター

ミナルの対応で計画的に進めていきたいと思っています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  今回、利用者の便利性を含めてそっちのほうのまず対応をしていくということだと思いますので、早期に取

り組んでいただきたいなと思います。ここはこれで終わっておきます。 

○南川則之委員長 ほかに関連はありますか。なければほかでも結構です。 

  １７１ページまで。 

  濱口委員、続けてどうぞ。 

○濱口正久委員 これ、全体に関わるのか、船員に一般経費に関わるのか、前々から言っている船員確保等の状

況、経営改善のところにつながっていくと思うんですけれども、船員確保のところは非常に難しい状況があり

ますので工夫はされているかと思うんです。 

  それについて、経営改善の中で今回ミジュマル等々ラッピングもして記念写真を撮っていることもあるんで

すけれども、一つ要望というか提案の中で、よく写真を撮られている方がみえるんですけれども、経営改善の
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ときに船員がなかなか憧れるような職種じゃなくて、飛行機に行くとパイロットの方の写真を撮っている方が

みえるんですけれども、一向に船長さんとかを含めて写真を撮られる方というのはみえていないので、そうい

うような働き方の中でユニホーム等々も含めてちょっと憧れるようなものにするとか、例えば夏場だったらこ

のミジュマルもあるのでそういうようなシャツに変えるとかということも、今後経営改善の中で不足する人員

の中で検討していただきたいと思うんですけれども、課長いかがでしょうか、その辺のほうは。 

○南川則之委員長 山本課長。 

○山本定期船課長 前から濱口委員には提案いただいておる中で検討はさせてもらっとるところなんですけれど

も、今の現状で船員に荷物を運ばせたりというような形のものと、あと、船の運航の中でなかなか空いた時間

をつくれていないというのもありますので、またこれから定期航路の審議会等がありますので、その中で意見

をもらいながら進めていきたいと思っております。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 深刻な船員不足の中で意識も変えていかないといけないと思うんです。顧客サービスの向上も

含めて。そうすると、やっぱり作業服でなくて、僕はちゃんとしたユニホームのほうがいいんではないかなと

思いますので、ぜひとも検討していただいて船員確保のほうにつなげていただきたいというのと、あと、船員

確保の中の一つ条件の年齢制限も撤廃していただいて、議長が働けるような環境をつくっていただきたいと思

います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 私的な意見はなしにお願いします。 

（「関連して」の声あり） 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 同じく船員確保といったところで質問させていただきます。 

  始まりのところで課長が説明いただいた中で、海技免状を持たない船員の採用もしていくんだというような

ご説明をいただいたかなと思うんですけれども、免状を持っていないということは入ってもらってから取って

もらうという必要があると思うんですけれども、そういった経費みたいなもんは今回の予算書の中にどこか見

てもらっているんですかね。ごめんなさい、よう読み取れませんでしたもんで、その辺ちょっと説明いただけ

ませんか。 

○南川則之委員長 山本課長。 

○山本定期船課長 この中で特筆して具体的に書いていなかったのは申し訳なかったです。船員一般経費の中に

ここへ出していないんですけれども、２人分の海技免許取得に係る国家筆記試験のもの、講習のもの講習費、

それに合わせた旅費、含めて１人大体２０万円ぐらいかかりますので２人分を予算計上させてもらっておりま

す。このことも受けて、また地元の離島なりにもそういう話を具体的に説明させてもらって、地元におらんか

なというようなところを積極的にＰＲして確保に努めたいと思っております。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 せっかくやっていただくことであれば、見える化しといていただいたほうがアピールにもつな

がるかなと思ったんで。すみません、ありがとうございました。 
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○南川則之委員長 ほかによろしいですか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩いたします。 

  ５分間休憩します。 

（午前１０時２３分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時２８分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、企業会計の審査に入ります。 

  議案第５８号、令和７年度鳥羽市水道事業会計予算を審査します。 

  なお、説明資料が別冊となりますので、ご準備いただいておると思いますけれども、よろしくお願いします。 

  それでは、議案第５８号、令和７年度鳥羽市水道事業会計予算について、担当課の説明を求めます。 

  水道課長。 

○南川則之委員長 水道課長。 

○寺本水道課長 水道課長の寺本です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第５８号、令和７年度鳥羽市水道事業会計予算の説明に入らせていただきます。 

  令和７年度当初予算についての説明に先立ちまして、予算編成に当たり苦労した点、工夫した点について述

べさせていただきます。 

  令和６年１月１日、能登半島地震が発生しました。石川県を中心に上下水道施設にも甚大な被害が発生し、

令和６年度４月に入っても上下水道管の破損による断水やトイレが使えない状態というのが続きました。被害

は長期間に及んでおります。さらに、９月には追い打ちをかけるように能登半島での豪雨災害が発生し、停電

の影響により水道施設が機能停止したほか、水管橋が破損するなどの被害も発生しております。 

  また、本市におきましては、令和６年７月２７日に、長岡地区で水道管の老朽化により大規模な漏水事故が

発生し、断水、濁水による被害がありました。今年、本年１月には埼玉県八潮市で下水道管の破損が原因と見

られる道路陥没事故により、トラックが穴に転落し、運転手が１名安否不明となる事故も発生しております。

市議会からも令和７年度予算編成に対しましてインフラの更新のご提言をいただいておりますが、近年、こう

した大規模自然災害やインフラの老朽化による事故が頻発していることから、本市におきましても上下水道施

設の耐震化、老朽化は急務となっております。 

  また、その一方で、近年の物価上昇により食料品価格の上昇により市民生活にも影響が出ている状況でござ

います。上下水道事業におきましても、原材料費の高騰に伴う動力費や資材費といった経費の上昇、それから

工事費の値上がりによる上下水道事業への影響も懸念されているところでございます。そのような状況におき

ましても、市民、事業者の皆様に将来にわたり安全で安心な水を提供していけるよう、上下水道事業の安定的

な運営を念頭に令和７年度の当初予算編成に努めましたので、皆様よろしくお願いいたします。 

  それでは、予算書及び当初予算書説明資料の１ページをお願いいたします。 

  予算書の１ページの第２条、業務の予定量といたしましては、給水件数を８,８００件、年間総配水量を前
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年度比５万４,０００立方メートル減の３９１万３,０００立方メートルとしております。また、主な建設改良

事業といたしまして、前年度と比べ８,７０６万５,０００円増の６億９,２５９万８,０００円としております。 

  第３条、収益的収入及び支出につきましては、収入は前年度比１億９００万円増の１３億７,０３０万円、

支出では前年度比４,４８０万円増の１１億３,４１０万円を予定額としております。 

  予算書２ページ、説明資料は３ページをお願いいたします。 

  第４条、資本的収入及び支出ですが、収入で前年度より３,０００万円増の３億８,０９０万円、支出では前

年度より８,６５０万円増の８億６,６４０万円を予定額とし、資本的収支の差引き不足額４億８,５５０万円

につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び減災積立

金、建設改良積立金で補塡することとしております。 

  第５条、企業債でございますが、上水道建設改良事業に充てる財源として２億円を限度額とするほか、起債

の方法等を定めております。 

  それぞれの予算の詳細につきましては、予算書１９ページからの水道事業会計予算実施計画明細書で説明さ

せていただきます。 

  まず、１９ページの収益的収入及び支出です。収益的収入の款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収

益では、令和６年度の決算見込みを踏まえ１２億４,９５０万１,０００円を計上し、前年度と比較すると１億

１,３３１万１,０００円の増となっております。 

  項２営業外収益におきましては、目２他会計補助金として、旧簡易水道の企業債利息償還補助金と職員の児

童手当を合わせた１４２万９,０００円を計上しております。 

  続きまして、予算書２１ページをお願いいたします。また、予算説明資料では４ページからとなりますので

よろしくお願いいたします。 

  収益的支出となります。 

  款１水道事業費用、項１営業費用、目１原水及び浄水費ですが、４億５,８１３万円を計上しております。 

  主なものといたしましては、岩倉水源地等管理業務などの委託料７,５３２万９,０００円や南勢水道用水受

水費３億３,１８７万５,０００円となっております。 

  次に、同ページの目２配水及び給水費では１億７,５９１万７,０００円を計上しております。 

  主なものといたしましては、修繕費で、旧小浜調整池撤去工事や量水器の取替え工事、維持修繕費用など、

７,５７４万円を計上するほか、委託料では、水質安定のために水道管内部の洗浄を行う配水管洗浄業務、配

水池内部の清掃をする石鏡第１配水池ほか２施設水槽清掃業務などを含んだ４,５５３万６,０００円を計上し

ております。 

  また、負担金として準中型免許を取得するための助成を新たに実施するため１９万２,０００円を計上して

おります。 

  ２３ページの目４業務費では、水道料金等徴収業務委託料や水道料金の収納に係る費用、システム改修費な

どを合わせた６,４４８万３,０００円を、目５総係費では、人件費のほか、各種引当金等への繰入額など

６,４６６万１,０００円を計上しております。 

  ２５ページから２６ページに記載しております目６神島水道費、目７答志島水道費、目８菅島水道費では、
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旧簡易水道に係る維持修繕費を計上しております。 

  なお、目９減価償却費では３億２,０５６万４,０００円を、目１０資産減耗費では５０万円を計上しており

ますが、これらはいずれも会計処理上の非現金支出となります。 

  そのほか項２営業外費用で企業債利息を含む１,５９９万４,０００円、２７ページの項３特別損失で過年度

給水収益返還金を含む２０１万２,０００円を、項４予備費として５００万円を計上しております。 

  続きまして、２８ページから３０ページの資本的収入及び支出でございます。 

  説明資料は７ページ下段からとなります。 

  款１資本的収入では、項１企業債、目１企業債で工事請負費の財源となる２億円を計上し、項２分担金、目

１分担金では、給水申込みに伴う収入１５８万９,０００円、項３負担金で、消火栓新設改良工事に伴う他計

負担金４９０万円を計上するほか、項５国庫補助金では、重要給水施設の耐震化対策工事に係る交付金１億

７,０３０万円を計上しております。また、項６他会計補助金では、統合前の簡易水道企業債元金償還に対す

る一般会計からの補助金４１１万１,０００円を計上いたしました。 

  次に、２９ページをお願いいたします。 

  款１資本的支出では、項１建設改良費、目１配水及び給水施設費で６億９,０４７万円を計上しております。

そのうち委託料では８,３３０万円を、工事請負費で６億４６５万円を計上しており、主なものを説明資料に

記載しておりますが、詳細につきまして提出しております資料をご覧ください。 

  こちらの資料になります。 

○南川則之委員長 どうぞ。 

○寺本水道課長 １ページ目ですが、委託料として安楽島地区重要給水施設配水管設計業務第５工区、予算額は

５,３９６万円を計上しております。 

  大規模地震対策の一環として、緊急時給水拠点の確保を目的に配水管改良を行うものです。大規模地震時に

安楽島第１配水池の緊急遮断弁が作動し、タンク内の水が緊急用水として確保されます。この緊急用水を災害

時に孤立すると予測される鏡浦地区まで届けるため、中長期的に配水管の改良を行っていくものでございます。

こちらは前期の計画として令和３年に測量設計を行いまして、令和４年度から令和７年度まででエクシブ鳥羽

まで延伸するという内容になっております。 

  次のページをご覧ください。ごめんなさい、同ページです。 

  同じく配水管改良工事として第４工区の工事費１億５,８０７万円を計上しております。こちらは、前期計

画の最終年度となります令和４年度にひだまり付近の交差点からスタートして、令和７年度は前期の最終年度

となります。重要給水拠点であるエクシブ鳥羽に到達するという予定となっております。 

  次のページをご覧ください。 

  委託料として遠方監視装置更新設計業務２,３９８万円を計上しております。こちらは岩倉水源地で中央監

視システムにより、配水池や加圧ポンプなどの水道施設の稼働状況を遠方監視しておりますが、通信用のＮＴ

Ｔ回線が２０２８年度末にサービスを終了することから、新たな通信方式への対応や遠方監視装置の構築をす

るための検討設計業務を行うものでございます。 

  続きまして、次ページ、答志地区重要給水施設耐震性貯水槽整備工事でございます。予算額は１億
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４,２１７万円となっております。こちらは大規模地震対策の一環として、緊急時給水拠点の確保を目的に耐

震性貯水槽の設置を行うものでございます。平常時は、配水管の一部として鮮度を保った水がタンク内を循環

しますが、大規模地震時には、貯水槽上部に設置した空気弁から空気が取り込まれることで遮断され、タンク

内の水が緊急用水として確保できる仕組みとなっております。答志町の拠点避難所であり給水拠点に位置づけ

られている答志保育所、椿公園周辺に貯水施設を整備することで、避難所開設時におきましても効率的な給水

活動を行うことができるという内容になっております。 

  次ページをお願いいたします。 

  坂手地区重要給水施設耐震性貯水槽整備工事、予算額は９,２９５万円です。この工事は、前述の答志地区

の耐震性貯水槽整備工事と同様の内容となりますが、坂手町の拠点避難所であり給水拠点に位置づけられてい

る旧坂手小学校に貯水施設を整備することで、避難所開設時においても効率的な給水活動を行うことができる

というものでございます。 

  ただし、こちらは令和６年度に設計業務を行っております。この設計業務を行う中で坂手町内の水量が減っ

てきていること、坂手町自体が高齢化が進んでいる地域ということもありまして、この先どんどん使用水量も

減っていくことが見込まれるという中で、本来ですと耐震性貯水槽は１日に３回循環しないと水質が保てない

という状況があります。設計業務を行う中でこちらがなかなか厳しい。当初１０トンの耐震性貯水槽を計画し

ておったんですが、過大な施設となってしまうということが分かってきまして、無理やり建てても数年後には

水質の関係で使えなくなるということも考えられます。ですので、少し坂手町のほうにも出向いて相談はして

おるところではございますが、何か規模を縮小するというのも一つ方法としてはあるんですけれども、また違

う方法もちょっと考えたいということもございまして、一旦は予算のほうでは要求はさせていただいておるん

ですが、地元との相談やそういった手順を踏まえて少し内容は見直しをしていくという可能性もあることをご

了承いただきたいと思います。 

  続きまして、市道干拓西９号線外２線配水管改良工事でございます。予算額は３,１６６万円を計上してお

ります。こちらは、既設配水管の老朽化に伴い漏水が多く発生している地域における面的な改良工事となりま

す。場所は大明西で森下酒店さん付近で実施を予定しております。 

  続きまして、市道浜辺線外３線配水管改良工事、予算額は３,４３７万円を計上しております。既設配水管

の老朽化に伴い漏水が多く発生している地域における面的な改良工事です。こちらは小浜町の入り口付近です。

浜辺橋から旧市民プール付近の区間で実施を予定しております。 

  続きまして、市道橋の詰１号線配水管改良工事でございます。こちらは、既設配水管の老朽化に伴い漏水を

多く発生している地域における面的な改良工事でございます。安楽島町の市営住宅５・６号棟付近での実施を

予定しております。予定しておりますではない、付近で実施しております。 

  最後のページになります。 

  道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事４,９１５万円となります。こちらは建設課実施工事に伴う

配水管改良工事となります。道路のかさ上げにより埋設深が深くなることから、維持管理が困難になるためか

さ上げを行うものでございます。令和７年度が最終年度ですが、過去にも管路の老朽化により腐食による漏水

が発生しているところでもございますので、建設課の工事に伴うものではございますが、もともと更新が必要
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な管路でもあるということでご理解いただきたいと思います。 

  工事請負費及び委託料に関しましての説明は以上となります。 

  続きまして、予算書のほうに戻っていただきまして、予算書３０ページの目５固定資産購入費では、新たに

機械等を購入する費用など２１２万８,０００円を計上しております。また、項２企業債償還金、目１企業債

償還金で１億７,３８０万１,０００円を計上しております。 

  最後になりますが、地方公営企業法及び施行令等で規定されている財務書類として、予算書８ページに令和

７年度水道事業会計の業務・投資及び財務活動の流れを示した予定キャッシュ・フロー計算書を、１４ページ

から１８ページに財務状態を示す予定貸借対照表と経営成績を示す予定損益計算書を掲載させていただいてお

りますので、ご覧おきください。 

  以上、令和７年度鳥羽市水道事業会計予算の説明とさせていただきます。よろしくご審議承りますようお願

いします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  鳥羽市水道事業会計予算全体でご質疑はございませんか。 

  瀬﨑委員。ページ数と内容を言うてください。 

○瀬﨑伸一委員 すみません。先ほどのいわゆる改良工事をずっと説明していただいたところに至るかなとは思

うんですが、ちょっとごめんなさい、全体的な話ですみません。 

○南川則之委員長 はい、どうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 令和７年度の予算編成に当たって、予算決算常任委員会から提言をさせていただいている部分

があったと思うんです。その回答もいただいている中で、離島や沿岸部など震災時に支援が届きにくい孤立地

域などへの要は整備を重点的に行っていきたいといった回答であったと思うんですけれども、見ていますと、

安楽島町を経由して石鏡の配水池までというところについては今回予算化をされているなとは見えるんですけ

れども、同じく沿岸部ということになりますと、先日漏水があってしまった我々の長岡地区に至るところとい

うのも、やはり孤立化がすごく懸念される地域かなと思うんです。順番にやっていかなあかん、計画的にやっ

ていかないけない部分というのは、非常に理解はできるんですけれども、その辺って令和７は無理やったとし

てもというような考えでいらっしゃるのか。また、漏水があったら順次対応していくといったような感じにし

かできないものなのか。ちょっとその辺の考え、教えていただけないですか。 

○南川則之委員長 寺本課長。 

○寺本水道課長 瀬﨑委員おっしゃるとおり、計画的にはまず進めていきたいというのがございます。今回、安

楽島地区重要給水施設配水管改良工事のほか、答志地区での耐震性貯水槽の設置、それから坂手のほうでも耐

震性貯水槽の設置ということで、計画的には今回予算に上げさせていただいておりますところですが、鳥羽市

内において確かに孤立する地域はほかにもございますので、特に長岡地区につきましても、離島を中心に耐震

性貯水槽の設置等々計画しておりますが、長岡地区においてもそういった検討というのは必要と考えておりま

すので、すぐすぐというのはちょっと難しいんですけれども、今後の課題として検討はしていきたいというふ

うには考えております。 

  以上です。 
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○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。 

  先日の断水、破断の事故のときに、私自分の一般質問でも触れましたけれども、国崎のほうから、石鏡の配

水池から来ている国崎の側からのループ管が止めてあって、そこからの給水というのが使えなかったというよ

うなところがあったと思うです。それを今年度に至るところ、今までのところで既に対応を恐らくしていただ

いてあろうかなと思うんですけれども、すごく重要ないわゆる水道管のループ化というところなんで、どうい

うふうに今動かされていて、何か課題感のようなものは見当たっていないかというようなところを教えていた

だけませんか。 

○南川則之委員長 寺本課長。 

○寺本水道課長 ループ管を昨年７月の漏水事故で国崎ルートからの水が使えなかったというところは、一つ今

回明らかになりまして、それが活用できないかという検討は進めてまいりました。その中で、まずは洗管作業

が必要になる、緊急的に使う場合には、まず洗管してそれに数日、時間を要するということが分かっておりま

すので、今回、国崎から千鳥ヶ浜に至る水道配水管の洗管作業を複数にわたって夜間作業で行っております。

現在もその状態、きれいな状態は保てているといいますか、相差浄化センター付近でドレーンで捨水しながら

新鮮な水が常に出るような状態には今保っておりますので、同様の漏水事故等がもしあった場合には活用でき

るといいますか、すぐに相差町のほうに水を持っていけるという状態には現在しております。 

  ただし、いろいろな作業をする中で、机上では一定の範囲、通常時でも上水道を流すということができると

いうふうに考えておったんですが、どうしてもそれをすると、国崎町の一部のおうちといいますか世帯で水圧

が足りなくなるということも同時に分かってきております。ですので、日常使いというか、平常時に国崎方面

から長岡、相差地区に水を送るということはちょっと不可能かなというふうには考えておりますが、緊急的に

利用できるようにすることというのは、若干水圧は足りないながらも相差方面に水を送るというような状態に

は現在保てておりますので、その状態は今後も保っていきたいなというふうに考えております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 とても重要な課題やと思うんです。今回７年で安楽島配水池から石鏡のほうへ向けてのずっと

沿岸部を通ってくる配水管が上手に使えるようになるということで、順番にやっていく、机上の計算と現場と

の現実にやってみたときの差というんですか、なかなかそこを予想はできないのかもわからんのですけれども、

ループ管を国崎の方面から長岡へ入れていただけるというのは、我々にとってはすごくありがたいことだなと

感じた事業でしたもので、せっかくやっていただけるんであれば使えるように造っていただかないと、申し訳

ない、意味がないことかなと思いますもので、これからも順次計画的にやられていくと思いますんで、机上計

算も大事やと思います、流量計算も大事だと思います。ただ、日常に使えることを非常時も使えるというよう

な視点もちゃんと持っていただいて進めていっていただきたいなと思います。すみません、要望になりますが、

よろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 ほか。 

○尾﨑 幹委員 全体でいい。 
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○南川則之委員長 全体でいいですよ。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ７ページ、説明書の配水及び給水施設費。 

  今回だけじゃないんです、今回も配水管改良工事、これ全体の今回で何％ぐらいまで改修計画の中の進捗状

況をちょっと教えてほしいんですけれども、出るかな。 

○南川則之委員長 尾﨑委員、もう一回。ページ数はどこの。 

○尾﨑 幹委員 ７ページです、説明書の下段。 

○南川則之委員長 河原課長補佐。 

○河原課長補佐 水道課の河原です。よろしくお願いします。 

  尾﨑委員のご質問のほうにお答えさせていただきたいんですけれども、中長期のというのがイメージされて

いるようなところまでは計画としては整備できていないような状況もありまして、そういったことを補うため

に今年度アセットマネジメントの計画を立てたというところにはなります。 

  一方で、短期的な水道ビジョンをつくった際に５年間の前期基本計画というものを策定しておりまして、そ

の中で具体的な工事についても記載をしております。その中では、おおむね予定していたあたりまでは到達で

きているかなという状況となっております。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今言われた計画が達成されとる。それは全体の何％ぐらいを計画として入れたんですか。 

○南川則之委員長 河原課長補佐。 

○河原課長補佐 ずばりのお答えになるかどうかというところではあるんですけれども、以前から時々触れさせ

ていただいておりますけれども、全体の管路が３２０キロある中で年間の更新は大体頑張って２キロ程度です。

ですので、１５０年、６０年かかってしまうというスピード感なんですけれども、それが５年間予定どおりに

はできたかなという状況となっております。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 言いようがないんですけれども、本当に百何十年もかけてやっていかないかんという流れの中

でも、今回、新規はまた補正予算に組まれるかわからんけれども、取りあえず立地適正化計画を今駅前のほう

に立てていまして、それに関連するコンサルか何かは６月の補正予算で出すんですか。もうこれも一緒に同時

にやっていかないかん、まだまだあと。 

○南川則之委員長 立地適正化は水道は関係ないです。 

○尾﨑 幹委員 いいえ、水道も入ってくるんです。やっぱり変えていかないかん部分があるよって。 

（何事か発言する者あり） 

○尾﨑 幹委員 無し。 

（「無しです」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 そのまま使うん。ちょっと教えて、そこ。 

○南川則之委員長 副市長。 

○立花副市長 立地適正化計画と水道の管路の関係はございません。 
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○南川則之委員長 尾﨑委員、よろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 はい、分かりました。怖い話ばっかりで。 

○南川則之委員長 ほか。 

  木下委員。内容を言ってください、ページ数。 

○木下順一委員 ４ページの配水及び給水費のところでちょっとお聞きしたいんですけれども、冒頭課長のほう

から、議会からの提言にも真摯に私は応えていただいておると思うし、ありがたいことやと思います。また、

日頃は蛇口をひねれば水が出るという、この我々当たり前のことに感謝せないかんのかなと思っております。 

  それで、４ページの中に、毎年、先ほどもちょっと触れたかと思うんですけれども、管の清掃をやっていた

だいております。今年、今回も５９５万円の予算で。気になるのは、どれぐらいの汚れが今発生しとって管が

どれぐらい老朽化しとるかというのは、それは洗浄では分かりにくいとは思うんですけれども、出てくるさび

によって分かるんではないかなと思うんで、そのあたりどのように考えておられるんかなという。 

○南川則之委員長 河原課長補佐。マイクに近づいてください。 

○河原課長補佐 すみません。配水管内の洗浄業務につきましては、令和２年度に初めて実施をしております。

その後は適切な実施箇所がないかというようなところも検討しながら、今時点では令和２年度に行った実績

１件のみとはなっているんですけれども、そのときには配水管の中にアイスシャーベットをぎゅっと押し込ん

で中を洗浄するという業務でして、出てきたものは、かなり管内の鉄さびであったりとか夾雑物というんです

か、ふわふわと管内に漂うようなものを全て押し流すようなそういった洗浄ができました。飲み水のことです

ので、そういった鉄さびも相当そこで洗うことができまして、きれいにはなったかなというようなそういう状

況かと思いますが、それでご質問へのお答えになっておりますでしょうか。 

○南川則之委員長 木下委員。 

○木下順一委員 工法もいろいろあるかと思うんですけれども、リクライニングにしていくような工法もあった

りしてね。管を替えとるよりも、今後の話になってくるのかもわからんけれども、いろいろ工法も考えて今後

いっていただきたいというのと、漏水の調査もしていただいとって有水利というのかな、有収率というのかな、

そういうのにも貢献してもいただいておるんで。先ほど何百年とかかかるような話もあったんですけれども、

少しずつでも前へ前へ進めていっていただきたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○木下順一委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかに関連はございますか。 

  山本副委員長。 

○山本欽久委員 すみません、６ページになりますかね。全体のことで。 

○南川則之委員長 さっきの。 

○山本欽久委員 さっきのすみません、関連で。 

  神島の線のほうの状況といいますか、そちらのほうもちょっと教えていただけますでしょうか。 

○南川則之委員長 管路内の洗浄ということで、神島のほうでそういう管路の鉄さびとかいうところがあったと
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いうところで、現状どうなっとるかという質問やったと思います。 

  河原課長補佐。 

○河原課長補佐 神島町内での管路内の洗浄状況についてなんですけれども、神島内でも古い管路というのが多

数ございます。極力更新するようには努めているところではあるんですけれども、そういった中で少し管内の

鉄さびが気になる地域というのが令和６年度に分かってきまして、そういった状況で水をお届けし続けるとい

うわけにはいきませんので、今年度大規模に少し広い範囲で大規模な洗管作業を行いまして、それで管内の鉄

さびについて除去するような作業を行わせていただきました。その地域についてはおおむね安心な状態になっ

たかなと思うんですけれども、今回一つのモデルケースというか事例としてできましたので、今後もエリアを

変えて広げていくことができればなというふうには考えております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 山本副委員長。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。 

  ほかのところもよろしくお願いします。 

  以上です。 

（「違うところ」の声あり） 

○南川則之委員長 いいです。 

  濱口委員どうぞ。言うてください、ページ数。 

○濱口正久委員 ７ページなんですけれども、今回、配水及び給水施設費で災害時の支援の届きにくい地域での

事業を重点的にということで、耐震性貯水槽を答志と坂手と今回設置していただく。今坂手の話もありました

けれども、その話をお聞きしていると、同じように答志地区に今回設置していただく、今回、地域防災計画に

おける災害時の給水拠点となっている椿公園に設置していただくわけですけれども、これ多分恐らく要望があ

って、今ある給水地、貯水槽のところから中学校までの避難所のところの耐震管はしていただいて、そこまで

はあるけれども、そこから先ができていないので遮断される、通行もできなくなるおそれがって、恐らくここ

に要望があったと思うんです。町内会等々の。 

  それの設置するに当たって心配されるのは、先ほど１日に何回か回転せないかんというものがあったと思う

んですけれども、その辺のところというのは、今人口も答志も減っていく中でその辺の規模に見合ったものに

なっているのかどうなのかちょっと確認ですけれども、どうなんでしょうか。 

○南川則之委員長 家田係長。 

○家田係長 水道課、工務係長の家田です。よろしくお願いします。 

  今回答志のほうに計画しておる貯水槽につきましては、４０トンのタイプの貯水槽を予定しています。水道

管の一部として機能するということで、その貯水槽を経由して届ける地区というのが下流側と言うんですけれ

ども、答志漁港のほうです。そちらの地区になります。 

  こちらはご存じやと思いますけれども、人口が結構集積した地域ですので、４０トンの流量に対して３倍の

１２０トンの使用水量というのは十分確保できる地域かと思います。４０トンというサイズが今整備できる最

大の、４０トンというのが最大のものになりますので、そういった上限のもので一応計画したいというふうに
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思っています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  十分なあれで最大で４０トンということなんですけれども、それで４０トンでこの耐震性の貯水槽、どれぐ

らい賄えるんですか。何日ぐらいとかってあるんですか、計算されているんでしょうか。 

○南川則之委員長 家田係長。 

○家田係長 使用水量は人口にもよるんですけれども、１人当たり、発災、災害が起きてから３日が約３リッタ

ー、１人です。その後１週間、残りの４日ですか、４日目以降７日目までが１人２０リッターの計算になりま

す。ちょっと使い方にもよるので一概には言えませんけれども、大体１週間ぐらいの目安で整備するものとい

うふうに理解しております。 

 以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ１週間ぐらい何とか、上手に使えばなると思うんです。今１日３回転ぐらいですか、それ以上使ってい

るものが急激に同じように使うと限りませんけれども、遮断されてきちんと給水、飲み水を中心に使う中で上

手に使わないと多分１日でなくなっていく、計算でいくと。その辺のところもありますので、その辺のところ

をしっかりと実践していただきたいなと思うのと、大体これいつ頃に設置の予定とかはあるんでしょうか。 

○南川則之委員長 家田係長。 

○家田係長 来年度の工事になりますけれども、製作がまずタンクの製造が約６か月ぐらいはかかるかなと思っ

ております。その後設置の工事になるんですけれども、年度内には終了する見込みで今のところ計画しており

ます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 令和７年度内に何とかいけるということです。 

  あと、下のところの坂手地区の今話しいただきましたけれども、その辺のどうなる、使う水の量もあって使

えなくなってしまうと大変なことだと思うんですけれども、その辺のところの今議会には説明がありましたけ

れども、町内会には何となくその辺は打診をされているんでしょうか、相談させていただきたいとかという。 

○南川則之委員長 寺本課長。 

○寺本水道課長 地元の町内会にも打診して、無理に造っても数年後には使えなくなる、撤去しやないかん、な

る可能性もある施設になってしまうので、地域の方とも継続して協議をしながら、どういった対応、代替案が

提示できるのかというところは、また相談させてくださいということでお伝えさせていただきました。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  災害時に本当に孤立してしまう地域で、水というのは非常に大事なところでございます。なかなか届けにく
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い中できちんと確保しなきゃいけないと思いますので、どういうものがいいかということをしっかりと丁寧に

話していただいて決めていただければなと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。 

  瀬﨑委員。ページ数か内容を言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 説明資料ですと恐らくは４ページの上、原水及び浄水費のところに当たると思われます。詳細

については、予算書のほうの２１ページの委託料の一番上、水質検査となっているところについてお伺いをい

たします。 

  昨今、テレビであったり新聞であったりでＰＦＡＳというやつですか、発がん性があるんではないかと言わ

れているものの懸念というのが結構いろいろ言われているかなと思うんですけれども、鳥羽市としては、その

辺もちろんチェックもされているだろうし、いつ頃からも、もうやっているとか、ちょっと詳細を教えていた

だけないですか。 

○南川則之委員長 予算に入っているかどうか、説明してやってください。 

  河原課長補佐。 

○河原課長補佐 全国で関心が高まっているＰＦＡＳに関しましては、令和２年度から水質検査のいわゆる

５１項目とは別で管理項目という、次の気にかけやないかん項目ですよというものが示されておりまして、そ

の中で鳥羽市は令和２年度から年１回の検査を行ってきました。 

  ただ、最近どんどんと関心が高まってきているという状況もありまして、２年ほど前から年２回の検査とい

うことをさせていただいている状況です。今回の予算のほうもそういった形で計上をお願いさせていただいて

おります。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 課長もおっしゃっていた安心の水というところに、結構市民にとっては直結するところかなと

思うので。うちは南勢用水も使っていて自分のところの自己水もあるという中で、ちゃんとやられているとい

うふうに思いますので、ぜひやっていただいて、早くからも取り組んでいただいているところは評価にも値す

ると思うので。ぜひ安心につながるようにこれからも頑張ってください。これはエールでございます。 

○南川則之委員長 ほかに。よろしいですか。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、続いて、議案第５９号、令和７年度鳥羽市下水道事業会計予算

について、担当課の説明を求めます。 

  資料は別冊になりますのでよろしくお願いいたします。 

  水道課長。 

○寺本水道課長 それでは、続きまして、議案第５９号、令和７年度鳥羽市下水道事業会計予算の説明をさせて

いただきます。 

  予算書及び予算説明資料の１ページをお願いいたします。 

  予算書１ページの第２条、業務の予定量といたしましては、処理区域内人口を１,１９１人、年間総処理水
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量を２２万６,９０２立方メートルとしております。また、主な建設改良事業といたしましては、２,０２８万

６,０００円としております。 

  第３条、収益的収入及び支出につきましては、収入は１億６,５２７万５,０００円、支出では１億

６,８５２万７,０００円を予定額としております。 

   予算書２ページ、説明資料は３ページをお願いいたします。 

  第４条、資本的収入及び支出でございますが、収入で１,７８７万３,０００円、支出では３,９８７万

３,０００円を予定額とし、資本的収支の差引き不足額２,２００万円につきましては、過年度分及び当年度分

の消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補塡することとしております。 

  第５条、債務負担行為でございますが、汚泥収集運搬処理業務につきまして債務負担を設定する期間・限度

額を定めております。 

  第６条、企業債では、下水道建設改良事業に充てる財源として６８０万円限度額とするほか、起債の方法、

等を定めております。 

  それぞれの予算の詳細につきましては、予算書１９ページからの下水道事業会計予算実施計画明細書で説明

をさせていただきます。 

  収益的収入の款１下水道事業収益、項１営業収益、目１下水道使用量では、令和６年度の決算見込みを踏ま

え３,５９２万１,０００円を計上しております。 

  ２項営業外収益におきましては、目２他会計補助金として一般会計繰入金８,１５７万３,０００円を計上し

ております。 

  続きまして、予算書２０ページをお願いいたします。また、予算説明資料では４ページからとなりますので

よろしくお願いいたします。 

  収益的支出となります。 

  款１下水道事業費用、項１営業費用、目１管きょ費ですが、２４８万１,０００円を計上いたしました。 

  主なものといたしましては、修繕費として１００万円を計上しているほか、マンホールポンプの動力用電気

代である動力費１１０万４,０００円などとなっております。 

  次に、目２ポンプ場費は、相差中継ポンプ場に係る費用で、主なものといたしましては、委託料として自家

発電機の点検整備業務など９１万円のほか、動力費１４２万８,０００円を計上しております。 

  次に、目３処理場費は５,５５５万６,０００円を計上しており、主なものといたしましては、委託料で相差

浄化センターに係る下水道施設運転管理及び水質分析業務などの費用として４,５８３万３,０００円を、動力

費として７７１万９,０００円を計上しております。 

  ２１ページの目５業務費では８２７万円を計上しており、下水道使用料等徴収業務を含む委託料６７３万

４,０００円などを計上し、目６総係費では２,３８１万９,０００円を計上しており、人件費のほか各種引当

金等への繰入額などとなります。 

  なお、２２ページの目７減価償却費では７,１９９万４,０００円を、目８資産減耗費では８９万

８,０００円を計上しておりますが、これらはいずれも会計処理上の非現金支出となります。 

  そのほか、項２営業外費用で企業債利息などを含む２０７万８,０００円を、項３特別損失で２万円を、項
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４予備費として１００万円を計上しております。 

  続きまして、２３、２４ページの資本的収入及び支出でございます。説明資料は６ページの下段となります。 

  款１資本的収入では、項１企業債、目１建設改良等企業債で工事請負費の財源となる６８０万円を計上し、

項３他会計補助金では、一般会計繰入金２９９万９,０００円を、項５補助金、目１国庫補助金では、下水道

ストックマネジメント計画に基づき実施する工事に係る社会資本整備総合交付金７８６万４,０００円を計上

しております。 

  なお、項６負担金等、目４受益者分担金では、新たに下水道に接続する方から納入される下水道加入料１件

分の２１万円を計上しております。 

  次に、２４ページをお願いいたします。 

  款１資本的支出では、項１建設改良費、目１下水道施設改良費で２,０２８万６,０００円を計上しておりま

す。そのうち委託料で４９万７,０００円、工事請負費で１,９７８万９,０００円を計上し、説明資料に記載

の３件の工事が主なものとなっております。 

  また、項３企業債償還金、目１建設改良等企業債償還金で１,９５８万７,０００円を計上しております。 

  最後になりますが、地方公営企業法及び施行令等で規定されている財務書類として、予算書８ページに令和

７年度下水道事業会計の業務・投資及び財務活動の流れを示した予定キャッシュ・フロー計算書を、１４ペー

ジから１８ページに財政状態を表す予定貸借対照表と、経営成績を示す予定損益計算書を掲載させていただい

ております。 

  以上、令和７年度鳥羽市下水道事業会計予算の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますようお

願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  鳥羽市下水道事業会計予算について全体でご質疑はございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 いいですか。 

  ご質疑もないようですので審査を終了いたします。 

  振り返りを行いますので、執行部の皆さんは退席願います。 

  １時間を経過しましたので、５分間だけ休憩いたします。 

（午前１１時２５分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時３１分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  それでは、まず、本日審査した範囲の振り返りを行います。 

  委員の皆さんで委員長報告に取り上げたい事業等はございませんか。 

  随時言いますので、あれば発言をお願いします。 

  今日の順番としては、介護保険事業特別会計からということでどうでしょうか。 

（「広子さん何か言ってなかったですか」の声あり） 
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（「フレイルの。１００人から２００人に増やしてもらったというところ」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですかね。予算ですので予算のことでお願い。 

（「マイクなしでちょっと言う」の声あり） 

○南川則之委員長 あとは後で、マイクは今入っていますので。重要な部分だけ取り入れたいというところだけ

まずお願いします。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 １６６ページの一般介護予防事業ということで内容を聞かせていただいたところが、これはス

マートメーターを使ったフレイルリスクを継続に把握することで、よりよい効果な介護予防を図りますという

ことで、非常に介護予防というのは大変大事な部分です。その中で１００人から２００人見込んどるというと

ころですので結構な数を見ていただいていたので、ちょっとここは評価したいところですので、また今後も頑

張ってもらうところかなというのを思いました。 

○南川則之委員長 評価というよりも、そんだけ増えとって対応しとるということやと思うんですけれどもね、

予算ですので。 

  ほかにありますか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 なければ、次の国民健康保険事業特別会計のところでどうでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  なければ、次の後期高齢者医療特別会計でどうでしょうか。 

  意見がなかったら、多分ないと思います。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 次の定期航路事業のところでどうでしょうか。 

  濱口委員。ページ数言ってください。 

○濱口正久委員 ページ数１６９ページの航路付属経費、これ尾﨑委員も言われていましたけれども、早急にや

っていただきたいというのが一つです。予算執行に当たってですね。 

  それと、あと、今回はＱＲコード決済が本土側でようやく取り入れられただけなんですけれども、それに入

り口として取りあえずやっていただいたことは評価したいので、ここは早急に対応していただきたいと思いま

す。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 本来は新札ができる日は分かっとうわけやのに、前倒しで何で補正で物事ができへんだんか。

サービス精神が特別会計でも経営という部分で、個人やったらすぐ対応しとるわけですよね。そうせな売上げ

は上がらないと、そこら辺のやっぱり何というんですか、運営感覚で航路事業はしっかりとした経営ですから、

ここら辺はやっぱりちゃんと見極めた取組は絶対必要やと思っています。 

○南川則之委員長 利用者の利便性を考えないかんということですね。 

○尾﨑 幹委員 お客様あっての商売というか事業ですので、これはもうしっかりとやっていただきたい。早急
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にお願いします。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  ほかの項目でも結構ですのでどうでしょうか、定期航路事業特別会計。 

（「副議長言ってみえた、年齢撤廃。船員のところ」の声あり） 

（「船員の確保ですね」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 なければ、次の水道事業会計のところで。 

  瀬﨑委員、重要なポイントを言われとったと思いますけれども、その辺でどうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 なかなかいわゆる管路更新とかいうところは難しいというのはよく分かるんですけれども、ぜ

ひ進めていただきたいなという思いは伝え続けないかんかなと思うところと、国崎のループ管の例で、国崎か

ら長岡へのループ管の例で申し上げたんですけれども、机上ではそれでよかったものが実際使ってみたら使え

なかったというようなところも、なかなか設計していくのは難しいとはいえ、ちゃんと設計もされてやられて

いることであれば、これからはずっと更新を続けていく中で、あまりそういうふうな結果が出てくるやり方と

いうのは、ちょっともう少し締めていっていただきたいなという思いもあります。委員長報告でどう捉えてく

ださいというのはなかなか言いにくいところなんですけれども、管路。 

○南川則之委員長 ループ管の考え方が、常時のところと非常時のところも含めて、そういうループ管によって

給水ができるというところは必要やと思うけれども、以前もループ管を設置したときにはこれで使えますとい

うようなことを言われとったと思うんです。それが現状で使えなかったというのはちょっといかんことやと思

うんですけれどもね。 

○瀬﨑伸一委員 そんなところです。 

  もう一個言わせてもらった水質検査でＰＦＡＳのことも、ちゃんとやっているというのは、実はごめんなさ

い、私事前で聞いてあったんです。結果も出ていまして公表もホームページのほうでしているんです。そうい

うところも議会としてはちゃんと見ているよというところもちゃんと放送で乗せるべきやと思って、私あえて

言わせていただきました。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  ループ管の話も、先ほど答弁の中でも国崎の一部で水圧低下が起こってしまうというような現実もあってと

いうことで、そういうことはいかんと思うんですよね。それを直していくということは必要。 

  尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 強く言えば、給水施設の増設が必要ということに答えがなってくる可能性が、それならばやっ

ぱり水道事業の今後の計画範囲をしっかりと見極める、もしくは変更をかけていくということが一番大事じゃ

ないかと、そうすることによって満遍なくと平等にという。水道事業、水は命の源とされていますので、どれ

だけ大事かというのをもう一度改めて鳥羽市は考えるべきやと思っています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員が言われとった耐震管の改良でも、１年間に２キロしか進んで５年間ぐらいやって
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きたと、まだ１７０って、その辺の促進も必要ですわな。 

○尾﨑 幹委員 促進は絶対必要であって。いいですか。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今委員長が言われた、もう日本全国５０年以上たっとるような配水管が多くて、ほんで相差で

あったようなんはいつどこで起こってももう。そやけれども、水道の規約の中には５０年、設置物５０年とな

っていますよね。５０年以上は早急に替えていかないかんという、本来答えは出ておんのにそれができない。

これはどういうことかということを改めてみんなで共有して流れをつくっていかないかんと思っています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  ほかどうでしょうか。よろしいです。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 よければ、次の下水道事業会計の範囲でどうでしょうか。 

  下水道はなかったよね、よろしいですね。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 よろしいですか、全体。今日のところの振り返りは。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  それでは、今日の部分については、再度また次長のほうにまとめていただくということで。お手元のデータ

に昨日までの３日間のまとめたものがデータで入っています。それを一度次長のほうに確認のために読み上げ

てもらって、あと、これ以外のところで取り上げたいところがあれば再度意見をいただきたいなと思いますの

で、まず、次長のをよろしくお願いします。 

  次長。 

○平山次長 すみません、議会事務局、平山です。よろしくお願いします。 

  ドライブのほうに振り返り、３月１１日から１３日までの意見概要という形で格納のほうをさせていただき

ましたけれども、ご覧いただけますでしょうか。 

  今回、８ページほどにわたるので、全部読んでいくのは時間の関係でちょっと省略させていただくんですけ

れども、１１日の１日目に関しては概要・歳入について。 

  よろしいですか。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「大丈夫です」の声あり） 

○平山次長 では、こちらは概要・歳入について１件の意見があるのと、定期船課についても地域交通事業につ

いて１件の意見がありました。企画財政課についてもＤＸ推進事業についての意見と、あと、ふるさと納税推

進事業については意見がたくさんありました。総務課と税務課については、意見のほうはなかったんですが、

市民課については連絡所業務について意見のほうがありました。 

  その後、議長からもいろいろ意見をいただいておりますので、ちょっと内容については省略のほうをさせて
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いただくんですが、２日目のほう、健康福祉課のほうでも、こちらが次のページにわたっていきまして９件で

すかね。３ページ目にわたっていくまでずっとあるんですけれども、９件ほどの事業について意見のほういた

だいております。環境課のほうにつきましては、２件のほうの事業について意見がありました。農林水産課に

つきましては、こちらについては４件意見のほうをいただいていまして、その後議長からも各課についての意

見のほうをいただいています。 

  １３日、３日目です。観光商工課から始まるんですが、こちらについても大きく分けて４件ほど、ただ全体

的な意見も２件ほどありました。続いて建設課のほうなんですが、建設課のほうでも５件ほど意見がありまし

て、消防本部についての意見はありませんでした。教育委員会につきましては、全般に対しての意見もありつ

つ５件ほどの意見があってという形でした。議長からも全体的な話のほうをいただいているんですが、午後に

全体的な皆さんのいただいた意見を要約して書かせてはいただいたんですが、ここで何というんですか、言い

漏れているものとか内容がちょっとニュアンスが違うよとか、そういったものがあったらまた事務局のほうま

でご連絡をいただきたいのと、あと、追加したいというものがありましたらここで意見をいただく形になるの

かと思いますけれども、私からの報告としては以上となります。 

○南川則之委員長 次長、ありがとうございます。 

  それでは、少し見ていただいとる間に、議長のほうに今日の特別会計と企業会計、特別会計４件、企業会計

２件というところで、今日の議長のご意見があれば、３日間いただいていましたので今日の分であればよろし

く。よろしいですか。 

○河村 孝議長 今日は特に、はい。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  そしたら、議長のほうは今日の分はないということですので。どうでしょうか、ほかに入れたいところがあ

れば今日言うていただくということで、これをどうするかというところは。 

（「一遍つくってもらって」の声あり） 

○南川則之委員長 いいですかね。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 議長、どうぞ。 

○河村 孝議長 これ事務局に確認なんですけれども、ほぼほぼＡＩで書き出して、そこをちょっと分かりにく

いところは手で修正したという形の認識で間違いないですか。 

○南川則之委員長 次長。 

○平山次長 そうです。ＡＩで書き出したものを文章がつながるようにちょっと修正のほうをさせていただいた

感じになります。 

○南川則之委員長 議長。 

○河村 孝議長 皆さんも、ちょっとこう若干ニュアンスが違ったり言葉が違っているところがあると思います

んで、自分が発言したようなところはもう一度再度チェックしていただきたいなと思うんですけれども、私の

発言のところで言うと、１日目の私の話の中でのふるさと納税について触れた部分が前半にあるんですけれど

も、中段あたりでしっかり返礼品の上位に入るような新しい返礼品の開発をしっかりやっていただきたいと、
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よう似たニュアンスなんですけれども、私は、返礼品の上位のトレンドが例えば今で言うと米とか肉とかがト

ップテン、トップ２０に入ってくることが多いわけですよね。それのトレンドの傾向は何ぞやということをし

っかり把握して新しい返礼品の開発に取り組んでもらいたいというような表現をしたと思うんで、もしその辺

を訂正していただけるんであればそのようにお願いしたいと。 

  あと、２日目の私の発言の中で一番最後のほうです。農林水産課に関してはというところなんですけれども、

これは皆さんが漁業と海女についてはしっかりやらないかんというところをおっしゃっていただいたんで、も

う私はこれだけにとどめたんですけれども、漁業についての漁業振興と山の応援振興になっとるのは、これは

海女の応援振興というところに関して予算を下げるんじゃなくというところと、経営対策の費用についてにな

っていますけれども、ここは、私たしか、磯焼け対策の費用については肉づけで頑張るということなので６月

の予算を楽しみにしたいというふうに私は話させてもらったと思うんで、訂正をしていただければなというふ

うに思います。 

  私の発言の中ではそんなところかなと思うんで、あと皆さんにチェック入れていただければと。 

○南川則之委員長 分かりました。 

  それでは、最初言いましたようにＡＩで読み取った文章をやっていますので、再度次長に音声のものも残っ

ていますのでそれを確認していただいて、もう一度中身もチェックして正確な発言の内容になるようにチェッ

クをお願いします。 

  それと、４日間言いましたけれども、私語が多くて答弁、質疑が聞き取れないところというのがあるもんで、

次長が出したものを再度確認していただくということも必要かなと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

  ほか、これ以外のところで再度気がついて委員長報告に盛り込まないかんという点があれば、この場で意見

いただけますか。 

  よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 それで、この取扱いなんですけれども、もし皆さんの同意がいただければ、委員長、副委員

長と、もう一度事務局で相談させていただいて、それをまとめたものを皆さんに事前にデータを送らさせても

らって再度チェックいただいて、オーケーであれば委員長報告に盛り込むという形で、ちょっと時間的な余裕

もありませんのでどうでしょうか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  それでは、再度事務局のほうで内容等も確認いただいて、私と副委員長で再度中身を詰めた中で委員長報告

をさせていただきたいと思います。 

  これで議論もないようですので振り返りを終了いたします。 

  振り返りに出された意見等については、取りまとめた上で委員長報告に盛り込みたいと思います。その内容

については、先ほどのように正副委員長に一任いただきたいと思います。 

  それでは、採決に入る前に職員入室のために暫時休憩いたします。 

  午後１時から始めますのでよろしくお願いします。 
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（午前１１時５０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ０時５８分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  午前中、本日の振り返りと全体の振り返りを行いました。今回の令和７年度当初予算については、４月に市

長選挙があり暫定予算となっている中審査をいただきました。新市長が誰になっても、６月の政策的補正予算

編成において議会の総意として提言していくべきとの声もありますので、議長名、あるいは委員長名で連名で

提言書を提出していくべきではないかということを思っております。 

  委員の皆さんのご意見と、最後に議長のご意見をお伺いいたします。 

  まず、委員の皆さん、どうでしょうか。 

  今まで予算に対する提言書は提出したことはなかったんですけれども、どうでしょうか。 

（「骨格やでな」の声あり） 

○南川則之委員長 ６月の政策的な予算に向けて、編成過程においてこういうことを議会の総意として入れてほ

しいと、今までのことと決算のときと同じということで。 

  どなたか意見をお願いします。 

○河村 孝議長 私先に。 

○南川則之委員長 議長、話お願いします。 

  議長。 

○河村 孝議長 先ほど休憩中に委員長とお話しさせていただいて、異例ではあるんですけれども、骨格予算に

対して議会として４日間審査をしてもらった中で、皆さんにご同意いただけるという内容は執行部に申し入れ

て、即座に６月の補正で対応してもらうというところは申し入れるべきではないのかなというふうに思い、委

員長に提案させていただきました。 

  特に、課全体を通してもそうですし、各課で皆さんが大賛成やと、当然のことやといったことは審査の中で

たくさんあったと思うんで、その辺を６月の補正予算に向けてしっかりと提言していくと、合意形成の取れる

部分について私と委員長名で提言させていただくという方向でいかがかなと思っています。 

  まず、私の思いから述べさせてもらうと３点なんですけれども、まず、１点目が全課を通しての旅費規程の

ところなんですけれども、交通費が明らかに少ないと、全課を通してですね。都市部においてはもう宿泊代が

かなり高騰していますので、今の旅費規程が今の形に合っているのかというと、それでは対応し切れない部分

がたくさんあると思います。そこを旅費規程の見直しも含めて各職員の旅費に関して大幅な増額の補正を組む

べきであるというのは、私の１点目であります。 

  ２点目に関しては、集落支援員事業でどなたかも触れていただいていたと思うんですけれども、自治会連合

会さんがまずこの事業を知らないというところがまずいなというところです。集落支援員事業の告知の仕方も

含めて手を挙げる自治会があればすぐに対応して、増額補正で集落支援員の増員を目指すというところは、議

会として申し入れてもいいのかなと。 

  ３点目が、これは皆さんご同意していただいた部分なんですけれども、漁業と海女の振興についての予算が



－40－ 

ここ数年の傾向ではありますけれども、下がりつつあるというところを私も懸念しております。昨今の磯焼け

対策についても、費用は担当課のほうでは６月の補正というところへ答弁はしていましたけれども、改めて議

会からその辺の大幅な補正予算を組むべしというところの後押しが、この３点、私のほうから必要ではないの

かなというふうに考えています。これは私あくまでも個人的な意見なんで、皆さんご議論いただいてご同意い

ただける部分については議会として取りまとめていただきたいなと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 議長、ありがとうございます。 

  委員の皆さんでどうでしょうか。まず、提言書を上げていくというところがいいのかどうかというところと、

上げるのであれば議長が３点言っていただきましたけれども、ほかを追加してこういうところも上げていかな

いかんのと違うかとかいう意見もあると思いますけれども、その辺も含めて意見をよろしくお願いします。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 提言書を出すのは私は賛成です。出したほうがいいかなというのは多々ありましたので。議長

が提案していただいた旅費規程のところは、これはやっぱりぜひとも提言に入れるべきかなというように思い

ます。あとのことに関しては皆さんいろいろご意見があろうかと思いますので、私が大体発言させていただい

た海女のこともそうですけれども、漁業振興のことも入っていましたので私は異議はございませんけれども、

ほかの方がそれをもっと見直したほうがいい、こういう提言書にしたほうがいいというのがもしあればという

のと、この異例な提言を今回選挙があってどなたが市長になったとしても、これはやるべき、ぜひともやって

いただきたいと、今回すごくご意見はもっとやるべきといろんなたくさん意見があったと思うので、そういう

ところを出して当然追加して提言するのは、私はいいことだと思いますので賛成です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  ほかの方どうでしょうか。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 私も、議長が挙げられた３点は全て私も意見を言わさせてもうたところです。ちょっと上げて

いくことというのは、非常にこういうことが大事やという提言ですので何も悪くないかなと、それは思います。 

  １点、骨格で今回すごい大きな額でしたので、財源が関係するのでそれに即座に対応してもらうというのは

難しいかわからないですけれども、議長の１点目の旅費の関係は、やはり現状に合った、昔のままの財政健全

化でどんどん切ってきた中の旅費、そこを見直して現状に合ったものにしていくというのは、これはやらなけ

ればいけないのかなという思いは同じくあって、そういったところも言わさせてもらいました。 

  それと、集落支援員、これは以前からずっと私も大事な取組やと、その中でそこの辺で即座にというよりも、

私はこの制度の理解をきちっと各町内会、自治会に理解を求めることがまず先決であるのかなというところが

ありますので。即座に多くの１０団体や１５団体から一気に来る、それを予算化というのは非常に難しい部分

があると思うので、やはりマッチングというか何をしてほしいかという要望をきちっと聞いた中で、こういう

制度があるのでうちも乗りたいなというのがあっても、なかなか支援員さんが見つかるかどうか。ですけれど

も、そういう制度があってやる気のあるところはやっぱり拾うというか、どんどん進めていくべき、これが現

市長も掲げている地域の支え合いだと思いますので、その辺は全て私も海女も鳥羽の観光と密接な関係がある
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と思いますので、全てこの三つは私はどうしても上げてはいいのかなと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  瀬﨑委員、どうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 提言書を上げていただくこと、私も賛成でございます。 

  自分としては、今回の骨格予算をどのように見たらいいのかなという目で見ていく中で、前回と骨格との比

較と前年度との比較というのをしてみて、前年度対比で７億円、前回骨格と対比すると２０億円、要は金額が

上がっている中で、今度の６月の肉づけって本当にどんだけお金を使えるんかなというところが、議員として

もそうですけれども、人として個人としても非常に思うところがあって、本当にできるのかという視点を込め

たくてそういった質問を続けてきたようなところでですね。骨格なので次の肉づけの際には頑張ってやります

といった宣言もあった中ですので、議長おっしゃっていただいているところというのは非常に大事なところで、

鳥羽を支えていくために必要なものということで乗せていただくことに賛成です。 

  もしそれにまだ追加ができるというのであれば、県補助なんかで似ている予算で、市単はあまり加えずに補

助の範囲内でやっているような事業組みをしているところ、結構たくさんいろんな所で見れたかなと思うんで

すけれども、そういったものの市単分をどう振り込むかというところというのは結構政策的な判断に関わって

くるところなんで、ぜひそういうものも踏まえて、市民のニーズはここにあるんだぞという意味でそういった

ところも加えていってほしいなというので、一番出ていたのが鳥獣害のところと危険木のところかなと思うん

です。それ以外にも出ていたかなと思うので、もしよかったらそういったところもどうかなとは思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  その市単分のところについては、委員長報告の中でいろいろまとめることも可能ということで、また精査し

てやっていきたいと思います。 

  順番に、山本副委員長、どうですか。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。私も、もしかしたら市長が替わってしまうことによってということの

意味であれば、その３点であればいいかなと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 坂倉委員、どうでしょう。 

○坂倉広子委員 委員長言っていただいたように、今回議長のお話もあって皆さんと同じで、今回骨格でありま

すが１３３億円という過去最大の当初予算という中で、これを私たちはどういうふうに市民の皆さんに説明し

ていく責任が今後もありますので、一つ提言は賛成させていただいて、そして、これをどのようにつないでい

くかということを委員長、副委員長に一任させていただいてお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  木下委員、どうでしょうか。 

○木下順一委員 提言書を出すのにやぶさかではない。内容はもうちょっと精査してもいいところもあるんかな。
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もう少し大枠でもいいんかなと、どなたが市長になるか分からんけれども、裁量権をあまり縛ってしまうのも

どうかなというのが１点と、これを恒例にしていくんであれば、今回特例というんでなしに、毎年のように予

算委員会の後提言を出していくというような決算と一緒のような癖づけをしていくべきやなと思うんやけれど

も、これをサイクルで回していくような格好にするのがええんかなと思っています。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  今回は４年に１回の骨格予算というところで、６月の補正、政策的なところがあるというところで提言はど

うかということでもあると思いますけれども、その辺も含めてまた考えて。 

  尾﨑委員、どうでしょうか。 

○尾﨑 幹委員 議長の言われたように旅費規程は本当に赤字なんですよ、職員、東京に行けば。これは誰もが

分かっとることやで、それにしても上がらないという。それと、やっぱり４２歳や中間層の人勧の中身があま

りにもちょっと、もう一つワンアップせないかんのじゃないかな。このまま初任給が上がることによって、中

間になる前に中間を超えてしまうような給料体制が、人勧がどうやってこれをしてきたんかなというのはよく

見えてしもうて、あまりひどいかなという部分はあります。 

  それと、何というんですか、議長が言われた水産業はしっかりとはなからつけていかないかんということが

分かっとうわけですから、それは漁獲高と人数、やっぱり食べていけないと、これは分かっとうわけですから、

それをしっかりともうちょっと手厚い支援、もしくは行動に移してもらわな。鳥羽の売り物の観光と漁業とい

うものが本当に売り物じゃなくなってしまうというところ辺が今回の。骨格やと言われたらそれまでなんです

けれども。 

  ただ、それと町内会要望は今から新しい市長が考えてくれると思います。緊急性はどんどん入っとったと思

います。町内会要望がたまり過ぎています。本当に瀬﨑委員が言われたように、次新しく補正予算を組むにし

てもこれ本当にお金があるんかなと、財政調整基金を崩したらどんだけでもできるという考えじゃなしに、そ

れに見合った補助金をどっかで取るとか、そういう策がちょっと少ないんじゃないかなと思いました。 

  それと、あとは、やっぱり自分らのことです。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 今回議長から提案された旅費規程の見直しというのは、これは当然の話で、職員も含めて出張

に行ったときはきちんと議員のほうも見てもらいたいということと、二つ目の集落支援員の、これはきちんと

町内会のほうにもこういう制度がありますよというのを、ほかにもありますけれども、そうことをやっぱりき

ちんと言うことが大事やと。ただ、各地域の地域課題というのは、何に一番困っとって、これに対して支援を

してもらいたい、そのために集落支援員をお願いするんだという。そういう地域課題をきちんと決めていただ

いて、その上でこういうエントリーをしてもらうということはいいんじゃないかなと思います。 

  それと、三つ目の漁業と海女の振興、これは鳥羽市は漁業と観光の都市ですので、漁業がよくならんことに

は観光にもよくならないということも含めて、これはもう大事なことだなというふうに思いますけれども、も

う一点は、先ほど瀬﨑委員から県のいろいろな補助金とか交付金とかというふうな、尾﨑委員からも話が出ま

したけれども、やっぱり市の自主財源の確保というのも最重要課題かなというふうに思います。そのために今
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回遠慮がちに９億円から１１億円という２億円の増ということでのふるさと納税ですけれども、もっともっと

ここの辺を伸ばしてもらうためにも目標を置いて、もうちょっと高いところへ置いてそれなりの策を講じてほ

しいというふうに思います。 

  基本的には言われたような、異例ですけれども、これまで予算の委員会でこういう提言をするというのは異

例ですけれども、僕は４年に１回でも、特例でこういうときには今後の方向としても提言してもいいのではな

いかなというふうに思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  皆さんの意見を聞くと…… 

（「委員長、もう一点だけ。すみませんけど」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員、どうぞ。マイク入れてください。 

○尾﨑 幹委員 学校の統合、保育所の問題。今から子供がどんどん減ってきます。それに対応できるような取

組がなされてへんだんじゃないかなと、それは中学校、保育所の統合を見ても、本当にそれはゆめパールの使

い方、それで、それでなくても１３０人のキャパがあるところに７０人と１５人プラスアルファと言うとった

分が、統合することによってまた横に造るというんは、最終的にはやっぱり１０年、２０年先の目的をしっか

りと持った取組が絶対必要かなと思っています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  基本的には委員長報告に入れる流れで全部入ってきますので、それ以外のところということで。 

  議長からのいろいろな意見もいただきながら各委員の意見を集約すると、上げていったほうがいいという意

見が多かったと思います。内容については、木下委員の言われたように縛ることに、項目別でやるのがいいの

か全体的な提言とするのがいいかというところも含めて、再度事務局で案を練っていただいて、午前中に委員

長報告の考え方も聞きましたので、また２４日か３１日に提言するのであればしたいと思いますので、それま

でに各委員さんに案というのを送らさせてもらって、それがよければそのままということで、内容を変更する

のであればまた事務局のほうに連絡いただいて訂正するという形で。基本的には提言をしていくということで

一致したと思いますので、それでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 そういうことで、そしたら提言していくということでよろしくお願いいたします。 

  それでは、職員入室のため暫時休憩いたします。 

（午後 １時２０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時２２分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  それでは、ただいまから採決を行います。 

  お諮りします。 
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  議案第５３号、令和７年度鳥羽市一般会計予算について、原案どおり可決することに賛成の方は起立を願い

ます。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５３号は原案どおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第５４号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算について、原案どおり可決すること

に賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５４号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５５号、令和７年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算について、原案どおり可決することに賛

成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５５号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５６号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算について、原案どおり可決することに賛

成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５６号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５７号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算について、原案どおり可決することに

賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５７号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５８号、令和７年度鳥羽市水道事業会計予算について、原案どおり可決することに賛成の方は

起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５８号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５９号、令和７年度鳥羽市下水道事業会計予算について、原案どおり可決することに賛成の方

は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○南川則之委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案５９号は原案どおり可決することに決定いたしました。 
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  先ほどから中村市長に出席をいただいております。市長は、令和７年度各当初予算の審査状況を執務室のご

自席でご覧いただいておられたともあると思いますけれども、感想などございましたら一言頂戴したいと思い

ます。 

  中村市長。 

○中村市長 委員の皆様におかれましては、４日間にわたる予算決算常任委員会で慎重審査をいただき、誠にあ

りがとうございました。その上で全ての議案を全員賛成でお認めいただき、感謝申し上げます。 

  私、記者会見では、ワクワクする未来への助走予算と銘打って発表させていただきましたので、まずは気持

ちよく助走を始めることができそうでございます。この様子は市長室で傍聴させていただきましたが、例年に

なく活発に審査いただいたように感じました。 

  骨格というと骨と皮のような印象がありますが、既に過去最大となったこと、そして議員の皆様から積極的

に拡充を求める意見をたくさんいただいたことを考えますと、骨格というよりは骨太の予算と言っていいので

はないかなと思ったところでございます。昨年来、議会からいただいていたご意見については、今回可能な限

り盛り込ませていただいたところではございますが、また、本委員会での意見、そして最後の振り返りでの提

言の提案もございましたけれども、そういったものは補正予算、また事業の進捗の中でも参考にさせていただ

きたいと思います。 

  改めまして、南川委員長のスムーズでてきぱきされた進行につきましては、大変分かりやすく議論がなされ

たと傍聴していて感じたところでございます。改めて感謝申し上げます。皆様の慎重審査に改めて感謝申し上

げたいと思います。ありがとうございました。 

○南川則之委員長 市長、ありがとうございます。 

  続いて、立花副市長には、今回の当初予算の審査の４日間全て出席をいただきました。本当にありがとうご

ざいます。今回の感想などを一言頂戴いたしたいと思います。 

  立花副市長。 

○立花副市長 ４日間どうも熱心にご審議いただきまして誠にありがとうございます。そして、一般会計予算、

特別会計予算ともご承認いただきまして誠にありがとうございました。 

  市長から今お話がありましたので、私のほうは、今回の予算をつくっていくに当たりまして、当然皆様と委

員の皆さんと同じように骨格予算というようなことでつくってきて、目標もやってつくってきたんですけれど

も、やはり人勧に伴う人件費とかＤＸの予算とかいろんなことで膨らみを持っていきましたもんで、作業の途

中でもやはりこれでいいんかというようなことで、そげる部分は何かないかなというふうな形と、あと６月に

送っていくものというような仕分の部分も随分厳しくやってきた中で、ちょっと出てきたのが先ほど来の漁業

振興の予算なんかも、そういう意味合いで現の執行予算の中では実績がこんだけだからというような形になっ

てしまって、もっとほかに振興策があるん違うかというところに考えが至っていなかったんかなというような

ことは反省事項かなというふうな感じで思っておるところです。この辺のところは、また補正予算の中ででも

議論していただけるものかというふうに、原課のほうもその準備をしていってほしいなというふうに思ってい

るところでございます。 

  まずは、慎重審議していただきましていろんな意見をいただきました。また、この辺についてもこれからの
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市政運営に生かしていきたいなというふうに思っておりますし、また、いろんなお話をさせてもらっている中

でもご納得いただき切れたかどうかというような部分もございますので、その辺については、また原課のほう

でも対応させていただいて丁寧に対応させていただきたいなと思っておりますので、今後ともよろしくお願い

いたします。 

  以上でございます。 

○南川則之委員長 副市長、ありがとうございます。 

  続きまして、４日間委員会に出席いただいて、毎日少し意見もいただきました河村議長に一言頂戴いたした

いと思います。 

  議長。 

○河村 孝議長 まずは、委員の皆様、そして南川委員長、山本副委員長、本当にお疲れさまでございました。

過去一白熱した議論とスムーズな委員会運営をしていただきましたこと、感謝申し上げます。ありがとうござ

います。また、執行部の皆様も丁寧な答弁に徹していただき、本当にお疲れさまでした。ありがとうございま

した。 

  内容につきましては、骨格予算、執行部の皆さんはある程度どれぐらいのボリュームで各課から予算要求が

出て、それが肉づけのほうに回っている、回っていないという、全体的なボリュームは把握できていると思う

んですけれども、実際議会のほうはその辺のボリュームが全体が把握し切れない中での審査というところで、

非常に委員の皆様も難しかった部分があるのかなというふうに感じています。 

  先ほど市長も触れていただきました。委員長も触れていただきましたけれども、それを受けて、今の現時点

での議会の思いというものを文章にして提言をさせていただきたいなというふうに思いますので、また、しっ

かり執行部のほうでもんでいただいて手厚い補正予算にしていただければなというふうに思います。 

  それと、去年あたりからかな、退職のされる皆さんにご挨拶がこの場ではなくなったんですけれども、なか

なか一堂に会して皆さんにお話しできる機会がないと思いますので、今日私から改めて最後に皆さんにお礼を

申し上げたいなというふうに思います。これで退職されるわけですけれども、今まで休みもなくというんです

か、がむしゃらに働いてお休みも返上しながら公務に徹していただいたと、そういう世代の皆さんではないの

かなと、今回退職される世代がですね、そういうふうに私は感じています。 

  そういった点では、また再任用で残られる職員の方もみえるかと思うんですけれども、かなり公務を優先し

て家族サービスを犠牲にしてきたのではないのかなと、そういう人たちが多かったのではないのかなというふ

うに私は感じています。退職された暁には、その空いた時間を可能な限り家族サービスに費やしていただきま

して、今までの公人としての時間をまた家族サービスで取り戻していただけたらなというふうに、私はそうし

ていただけるのがうれしく思いますので、そうしていただけるとうれしいです。長い間、本当にお疲れさまで

した。ありがとうございました。 

  委員長、以上でございます。 

○南川則之委員長 よろしいですか。議長、ありがとうございます。 

  それでは、２年間私と共に予算委員会の進行を続けてもらいました副委員長の山本副委員長からも、一言意

見があればどうぞ。 
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  副委員長。 

○山本欽久副委員長 発言の機会をありがとうございます。 

  今回もたくさん印象に残ったところはありましたが、一つだけ挙げさせていただきますと、冒頭メモをして

いなかったので、ごめんなさい、忘れてしまったんですけれども、歳入やったか、たしか企画のところやと思

ったんですけれども、８月のヒアリングで早めに動けたと、１.５億円の削減があったというところで非常に

職員が頑張っていただいたおかげであるというところもありました。限られた人員の中で非常に頑張っていた

だけたんかなというふうに思って印象に残っております。 

  委員長のおかげで横に座らせていただいて何もしていないんですけれども、たくさんまた勉強もさせていた

だきましたので今後につなげていきたいなというふうに思っています。ありがとうございます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 副委員長、ありがとうございます。 

  それでは、私のほうからも感想等というんですけれども、４日間審議させていただいて、本当に執行部の皆

さんにありがとうございました。 

  私が感じたところ、前回のときも言わさせてもらったんですけれども、管理職の皆さんは、当然すごく受け

答えもきちっとしておるというところがあるんだと思いますけれども、係長級あるいは補佐級にも本当に優秀

な職員というんですか、議会対応が優れているというところも含めて、日々の業務に対する熱意があるという

ふうに感じました。そういった職員が上へ上がって活躍してくれるということを私もぜひ望んでおりますので、

髙村課長には県から来ていただいておりますけれども、優秀な職員をしっかりと見ていただいて市長にはまた

お願いしたいなというところがあります。 

  それと、議長のほうからいろいろ話もありましたけれども、この３月で勇退をされる課長さんもたくさんお

られます。私も一緒に共にやってきた課長というか、企画財政課長とは建設課の当時から本当に思い出深くて、

一つ例を挙げるとＣ級グルメのイベントとか、鳥羽に２万人以上も２日間で来るようなイベントを打って、予

算もなしにやってどうするんやというところで、企画財政課長は本当に骨を折っていただいてやったという事

例もあります。そういった苦しい中鳥羽市をどうしたらいいかという、支えてきたというところは、本当にあ

りがたいなと思いますので、健康にも注意されて、一市民となっても、また職員のほうを見ていただきたいな

と思います。 

  それと、消防長に私感心するところがあって、消防長を２年間やっていただいたんですけれども、消防職員

協議会という職員のことも考えながら、年休、特休、夏季休等も含めて自分の思いで考えていただいて、令和

６年度には大分休みを取れるような体制をしてきていただいたという、本当に私感謝しております。十分自分

はやり尽くしたという気持ちがあると思いますけれども、本当にありがたいと思いますので、ぜひ総務課長に

は一般職のところのそういった健康管理というところも、再度またお願いできればなと思います。 

  それと、山本副委員長が先ほど言ってくれましたように、２年間私も委員長職をやらせていただいて大変で

あったと思いながら、進行管理についてもなかなかうまくいかないところがあって、本当に執行部の皆さんに

は大変ご迷惑をかけたところがあります。まだ補正がありますけれども、どうなるか分かりませんけれども、

退くということで皆さんには本当に感謝せないかんというところがあると思います。そういったところも含め
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て私の感想とさせていただきます。 

  以上をもちまして、本日の委員会を終結します。 

  なお、来週の月曜日、３月１７日は午前１０時から予算決算常任委員会を再開し、議案第８２号から議案第

８５号の令和６年度一般会計及び特別会計の各補正予算の審査を行いますので、定刻までにご参集願います。 

  本日はこれをもちまして散会します。 

  ありがとうございました。 

（午後 １時４０分 散会） 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 
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              予算決算常任委員長    南  川  則  之 


